
掲載数 240

地区 学年 教科等 テーマ 内　容
参考事項（講師・教材

等）

1 川崎市 中１ 道徳
希望をもち、前
向きに生きる

　念願だった教師となった「私」は両目の視力を失い絶望する。しかし、多くの人々の支
えにより、困難を乗り越え、強く生きていこうと決心する。教材を通読後、「私」の人物
像を押さえた。（念願の教師となったが、突然病気に襲われた。）その後、「自分だった
らどうするか」と問いかけ、生徒が自分に置き換えて考えられるようにした。困難が立ち
ふさがったときに、希望をもって生きていくためには何が必要なのかを話し合い、考えを
深めることができた。

学研　新・中学生の道
徳　明日への扉１　
「いっぱい生きる　全
盲の中学教師」（p.60
～63）

2 川崎市 中３ 道徳
自他の生命の尊
重

　「臓器提供意思表示カード」を持つ主人公が事故に遭い、脳死状態となる。しかし、臓
器提供は行われず、亡くなってしまう。科学技術や医療の進歩の中、生命倫理に関する課
題を手がかりに生命の尊さについて考えさせた。「自他の生命を尊重する態度を養う」こ
とをねらいとし、臓器移植の賛否に目が向かないように話し合った。

授業者は各担任
対象は３年生徒
(参考資料)
道徳３年教科書
明日への扉

3 川崎市 中複合 道徳
命の大切さ、今
の大切さ

　東日本大震災で被災した民宿の女将さんのことば、震災直後の気仙沼市の卒業式で読ま
れた中学３年生の答辞の読み聞かせを行う。１月から３回に分けて行い、高校受験、卒業
を前に、命の大切さ、今の大切さ、あなたにとって大切なものは何なのかを考え、話し合
う時間を設けるとともに中学校生活を大切に締めくくる気持ちを育む。

授業者は各担任
(参考資料)
民宿女将さんのことば
「二度海に大切なものを
奪われても」
中学生の答辞

4 川崎市 中３ 道徳
生命の尊さ
「そこにいるだ
けでいい」

　事前の調査で、①自分の名前の由来（全員）②産まれたときのエピソード（任意）を
知った状態で授業を行ったので、自分事として考える生徒が多かった。自分の考えを
chromebookを活用し、全員が見られるようにし意見の交流を行った。教科書内容のあと、
出産経験のある教諭の体験談をもとに、誰もが親から待ち望まれて産まれ、支えられてこ
こまで生きたきたことに触れた。最後に、川崎市子どもの権利条例に触れたことで、他の
人の命も自分の命と同じように尊いものだと考える生徒がいた。

学年道徳のかたちをと
り、講師は学年所属で
出産経験のある教諭が
行った。
（参考資料）道徳２年
教科書、川崎市子ども
の権利条例

5 川崎市 中２ 道徳
「よりよく生き
る喜び」

　性の多様性を知り、考えることを通して互いが互いの違いを認め、よりよく生きようと
する心情を高める講演であった。事前に性的マイノリティーの人々について学習を行い、
「LGBEQ」の意味を知り、講演で話を聞くことにより、今後の社会性や性に対して考える
ことの大切さを学ぶことができた。

講師：虹色ダイバーシ
ティ職員

令和３年度　いのちの授業　事例集（中学校）【道徳】



6 川崎市 中１ 道徳 「あなたに」

　我が子の誕生をお腹の中にいるときから喜び慈しんできた母親の心情や、周囲の人々ま
で喜びに満たされた様子を綴った、愛情に満ちた母の我が子に宛てた手紙である。
　自分が誕生するときのことを母親の目線から考え、今ここに自分が存在することの不思
議や生命の連続性に気づき、かけがえのない存在であることに誇りをもち、自他の生命を
尊重しようとする心情を育てる。

1学年全クラスで同時に
実施。各クラスの担任
が授業を行った。

7 川崎市 中２ 道徳
「ブラック・
ジャック　ふた
りの黒い医者」

　ドクター・キリコは安楽死を望む母の願いを叶えようとし、一方、ブラック・ジャック
は母親の回復を望む子どもたちの願いを叶えようとする内容である。
　２人の医者の考えが全く違うことから、どちらの考えに共感できるか初発の感想で確認
した。発問を通して命の重みについて考えるなかで、他の生徒の意見を聞くことで「命の
連続性、有限性、偶然性」などについて考えを深める生徒が多かった。

２学年全クラスで同時
に実施。各クラスの担
任が授業を行った。

8 川崎市 中３ 道徳
食育「忘れられ
ないご馳走」

　「私」は、家畜として譲られたヤギに、世話をするうちに愛情をもつ。ヤギ汁にされて
しまいショックを受けるが、同時に生き物の命で生きている自分を実感する。
　他の生命をいただくことにより、尊い生命が自らに受け継がれていることに対して、感
謝の気持ちを抱き、自他の生命の尊さについて考えさせる。

３学年全クラスで同時
に実施。各クラスの担
任が授業を行った。

9 川崎市 中３ 道徳 支え合う命

　道徳の読み物資料を用いた。余命一年半と宣告され「死にたい」と思ったが、周りの
人々の思いに気づき、踏みとどまり、後生に生命の大切さを講演を通して伝え歩いた主人
公の生き方を通して、生命の尊さについて考えさせた。話し合いを通して命を色々な視点
から考えることができた。自分事として捉えた生徒も多く、今後の自身の生き方について
表している生徒も多く見られた。

「余命ゼロ　
　命のメッセージ」
新・中学生の道徳
明日への扉（学研）

10 川崎市 中２ 道徳 誠実な生き方

　交通事故の加害者になった「ゆうちゃん」を友人の立場で歌い上げた，さだまさしの曲
を用いて、被害者と加害者の思いと命の尊さ，罪を犯すことの重さ，誠実に前向きに生き
る人間としての在り方など考えさせた。人間の弱さ・醜さを克服して生きていく「ゆう
ちゃん」の生き方に視点を当て、生徒間で話し合いをした。

音楽CD　
さだまさし「償い」

　曲と歌詞

11 川崎市 中３ 道徳 生命の尊さ

　道徳の授業で「余命ゼロ　命のメッセージ」の資料を扱った。資料の内容は、余命一年
半と宣告された「私」は「死にたい。」と思ったが、周りの人たちの思いに気付き、踏み
とどまり、命の大切さを伝える活動を行っていくというもの。授業を通して主人公の半生
を知るとともに、命について深く考えることができた。また、かけがえのない自他の生命
の大切さを自覚し、前向きに生きていこうとする心情を育むことができた。

・道徳の教科書「明日
への扉」

12 川崎市 中１ 道徳
いじめ
「葬式ごっこ ８
年後の証言」

　１９８６年に東京都中野区で起きた「葬式ごっこ」と呼ばれる日本で初めてのいじめ自
殺事件を教材に自分のいのちの大切さ、他者のいのちの大切さについて学んだ。



13 川崎市 中１ 道徳
あきらめない心
「池江璃花子の
挑戦」

　１０カ月の闘病生活で白血病を克服した水泳選手を題材に、どんなに苦境に立たされて
もあきらめない心を学習した。

14 川崎市 中２ 道徳 生命の尊さ

　生きることの意義と生命の尊さに関するものである。自分の生命の尊さを深く考えさ
せ、大切さを自覚させることはもちろんのこと、他者の生命も尊重する態度を身に付けさ
せようとする内容になっている。生命の尊さや生命のかけがえのなさについて、自分自身
との関わりの中で考えを深め、”当事者だったら～”の視点で考える生徒もいた。

　　明日への扉
「ブラック・ジャック」
 ～ふたりの黒い医者～

15 川崎市 中１ 道徳

生きていることの
すばらしさ、生命
を大切にする
「尊い命」

　道徳の読み物資料を通して「生きていることのすばらしさ」に気付き、「生命を大切に
しよう」とする新城を育てる授業。
　生きていく上で大変なこと、つらいことがあっても、生きていれば、それを乗り越えて
未来を得ることができることに気付かせる。

（参考資料）
「明日への扉」１

16 川崎市 中２ 道徳

生命の尊さ・生ま
れることの意味
「あなたがいるだ
けでいい」

　道徳の読み物資料を通して「生命の尊さ」、「生まれることの意味」考え、深め、「自
分を大切にすること」、「人を大切にすること」、「感謝と思いやりの気持ち」に気付
き、命の大切さ、生きていることのすばらしさを実感する授業。
　生徒たちは、改めて生命の誕生の尊さを感じ、自分の命、そして人の命を大切すること
を実感していた。

（参考資料）
「明日への扉」２

17 川崎市 中１ 道徳
「たとえぼくに
明日はなくて
も」

　筋ジストロフィーという進行性の難病にかかった正一君という少年が成長と共に、徐々
に進行していく自分の病気の特性や寿命に気づいていく。たくさんの人との出会いの中で
限りある命を嘆くのではなく、どう燃やしていくのかについて考えた末に陶芸に熱中して
いく。生徒たちも真剣に主人公の正一君の命の燃やし方を見て自分の命も大切に使おうと
考える生徒が多くいた。

中学生の道徳
明日への扉　１年

18 川崎市 中２ 道徳
「ブラック
ジャック」

　安楽死を望む母の願いを叶えようとした医者、母親の回復を望む子供たちの願いを叶え
ようとした医者の相反する考えをに触れて、双方の考え方について話し合った。話し合い
が進むにつれて、いのちは自分だけのものではなく、他人にも影響を与え自分の命につい
て自分で決断をすることはできないと考えにいたる生徒が多くいた。

中学生の道徳
明日への扉　２年

19 川崎市 中１ 道徳
かけがえのない
命「あなたに」

　我が子の誕生をお腹の中にいるときから喜んで慈しんできた母親の心情や、周囲の人々
まで喜びに満たされた様子を綴った、愛情に満ちた母親の我が子に宛てた手紙という内容
で、自分がかけがえのない存在であることに誇りを持ち、自他の生命を尊重しようとする
心を育てることができた。



20 川崎市 中２ 道徳
命の尊厳「ふた
りの黒い医師」

　安楽死をのぞむ母の願いを叶えようとする医師と母の回復を願う子どもたちの願いを叶
えようとする医師について考える内容で、生命の尊厳について深く考え、かけがえのない
自他の生命を尊重し、よりよく行きようとする心を育てることができた。

21 川崎市 中３ 道徳
よりよく生きる
喜び「二人の弟
子」

　辛い修行を投げ出してしまった僧侶と真面目に熱心に修行した僧侶の物語で、人間とし
てのよりよい生き方とは何かを考えさせることができた。

22 川崎市 中２ 道徳 命の尊さ

　道徳資料「ﾌﾞﾗｯｸｼﾞｬｯｸ　ふたりの黒い医師」の学習を通して、命の価値とは何かを学ん
だ。安楽死などの現代的なテーマにも触れる中で、回復の見込みのない命は、生かすべき
かどうかという選択について考えた。生命の尊厳について学ぶ中で、自他の生命を尊重
し、よりよく生きようとする心情を育てた。
【内容項目】D-(19)生命の尊厳

学年職員・学級担任

23 川崎市 中１ 道徳
生命の尊さ
「かけがえのな
い生命」

　我が子の誕生をおなかの中にいるときから喜び慈しんできた母親の心情や、周囲の人々
まで喜びに満たされた様子を綴った、愛情に満ちた母の我が子に宛てた手紙。この手紙か
ら自分が今ここにいることの不思議さや生命の連続性に気付き、かけがえのない存在であ
ることに誇りをもち、自他の生命を尊重しようとする心情を育てることをねらいに各クラ
スで話し合いをした。生徒は、産んでくれたことや育ててくれている親への感謝ととも
に、自他の命を大切にしたいと考えていた。

新・中学生の道徳
明日への扉１
「あなたに」

24 川崎市 中１ 道徳
かけがえのない
命
命のバトン

　13歳になる娘に向けた母親からの手紙を題材とした内容。娘がお腹にいた時のことや生
まれた時のことを思い出しながら、どんな思いで娘が育てられたのかという物語に沿いな
がら、自分がどんな思いで育てられたのかを考え、自分の命が自分だけのものだけでな
く、家族にとっても尊いものだと理解を深めた。祖父祖母や先祖の話から、命のバトンに
ついても考え、どの命も大切にされなくてはならないと終末で教師から話をした。

「あなたに」
（中学校道徳「明日へ
の扉」）



25 川崎市 中２ 道徳
処分される
ペットたち

　毎年たくさんのペットの命が、人間の都合により奪われている現実を知ることで、生命
を尊重する態度、また生命を預かることの責任感を自覚することを目的として授業を実施
した。
　現在、動物愛護センターに連れてこられる犬猫の数が年間に10万匹であること、その中
で4万3千匹が殺処分されてしまうことを情報として出し、なぜこんなにたくさんの犬猫が
連れてこられるかを考えてもらった。生徒からは、歳をとってしまい飼えなくなったから
などの意見が出た。その生徒の意見から、人間には無責任さがあるという点、動物の命を
人間の勝手さで奪っているという点に気づいてもらった。その後、殺処分について書かれ
た絵本と雑誌を用いて、動物が抱える苦しさと殺処分をする動物愛護センターで働く人の
コメントを読んだ。そこで感じたことを踏まえて、『これからペットを飼おうとしている
人への手紙』を書いてもらった。　生徒からは、どんな人が動物を飼うことができるか考
えているような意見や、動物を飼わないということにも勇気をもつことが大切といった意
見が出た。また、命という部分において、人間が動物の命で商売をしているということに
疑問をもつ生徒や、幸せになるために生まれてきた命を奪うということは嫌だという意見
をもつ生徒がいた。

教材としては、「ペッ
トの殺処分」について
取り上げた雑誌・絵本
を使った

26 川崎市 中２ 道徳

題目
「そこにいる
　だけでいい」
主題名
「生命の尊重」

　「生の反対は、死ではなく生まれてこない」という考え方や死産した妊婦の話を通し
て、生まれること生きていることの意味を考えさせる内容であった。それらを通して、自
分が生きているという尊さだけではなく、他人の生命や人権についても尊重することの大
切さに多くの生徒が気づいていた。

新・中学生の道徳
「明日への扉」

27 川崎市 中２ 道徳
生まれることの
意味

　「そこにいるだけでいい」という教材を通し、自分達が生まれてくるまでに母親や父親
をはじめ、様々な局面で関わる周囲の人たちの思いに触れた。生まれること自体が奇跡で
あり、生きていることの意味について考え、大事に育てられてきたことを知った。また、
自分のいのちが大切であるのと同様に人のいのちも大切であることについて考えながら、
生命の尊さについて考えを深めた。

新・中学生の道徳　明
日への扉２

28 相模原市 中２ 道徳 かながわ憲章
　相模原市で起きた凄惨な事件から、共に生きるをテーマに道徳の授業を行った。かなが
わ憲章の実現に向けて、実際の社会生活の課題とその解決に必要なことを考えた。

県の広報誌の活用や、
金澤翔子さんのVTRを資
料として活用した。

29 相模原市 中複合 道徳
「いまを生きる
大切さ」

　いのちの授業とはどのようなものか知るため、あいだみつお氏の「自分の番」を読ん
だ。一人ひとりが今ここに生きていることこそが素晴らしいということに気づいた生徒が
いた。
　また、目的意識を持って山田氏の講演を聴講できるよう、事前学習として山田氏の
Youtubeを視聴した。
　生きることの素晴らしさに気づいた生徒も、手足を失っても明るい山田氏を見て不思議
に思う生徒もいた。

・参考資料：Youtube山田千紘　
ちーチャンネルより
「【感動】そのとき兄がしてく
れた行動に涙が止まりません」
「ごめんなさい。ありがとう」
・参考資料：「いのちの授業」
ハンドブック
・あいだみつお「自分の番」



30 相模原市 中複合 道徳
「かけがえのな
い生命」

　電車に轢かれ、手足を失うという絶望を味わうも、周囲の支えもあり立ち直ったという
自身の経験をもとに「一人でも多くの人を勇気づけたい」という思いで活動している山田
氏を講師に迎え、当時の出来事や周囲の人々の様子などからいのちの大切さを語っていた
だいた。
　壮絶な体験をしながらも前向きに生きる山田氏を見て、自分たちはこのままでいいのだ
ろうかと今の自分の生活を振り返り反省する生徒も多く見られた。
　「言い訳をしない」「シンプルに捉える」「感謝の気持ちを持つ」という３つの約束が
生徒の心に残ったようだった。

・全学年対象
・講師：山田千紘氏

31 相模原市 中複合 道徳
「かけがえのな
い生命のことを
伝えたい」

道徳の授業の一環として人権講演会を行った。殺人・悪質な交通事犯・いじめ・医療過
誤・一気飲ませなどの結果、理不尽に生命を奪われた犠牲者が主役の生命のメッセージ展
を行っている講師を招き、講師の実体験や取り組みなどの話を通して、生命の尊さを学ん
だ。特に学校内の廊下に展示したミニ生命のメッセージ展では、メッセンジャー（犠牲
者）や残された遺族の気持ちに触れたり、メッセンジャーの遺品を直接目にすることで、
自分だけでなく他者の生命の大切さに気づき、涙を流す生徒もいた。メッセージ展の設営
については、講師と担当の生徒で行った。講演会を受けての感想では、生命を大切にする
ために、自分ができることについて考える生徒もいた。

【講師】特定非営利活動法
人　いのちのミュージアム
代表
【教材】
・動画「人とつながる～生
命の大切さを伝えて～（Ｎ
ＨＫ道徳ドキュメン）」
・生命のミニメッセージ
展　　メッセンジャーパネ
ル30体

32 相模原市 中複合 道徳

「No！と言える強
い心を持つ～ハン
セン病から学んだ
こと」

　人権週間のなかで人権啓発ビデオを視聴し、ハンセン病患者の方々の受けてきた苦しみ
や葛藤を学び、差別のないよりよい社会の形成には何が必要で、どう行動すべきかを真剣
に考えていた。

VTR視聴の後、学級担
任による講話と話し合
い活動。

33 相模原市 中複合 道徳
「多様性って何
だろう」

　互いの特性を理解し、協力・協働の社会の形成を目指すためには何が必要かを考えさせ
た。

VTR視聴の後、学級担
任による講話と話し合
い活動。

34 相模原市 道徳 いのちを考える
　全学年、２学期スタートに合わせて、全３回連続して「いのちを考える」主題の教材を
使用しての授業を行う。

１年生：「あなたはひかり」
「いのちって何だろう」「決
断！骨髄バンク移植第一号」
２年生：「奇跡の一週間」「妹
に」「三つのいのちについて考
える」
３年生：「うまれてきてくれ
て、ありがとう」「くちびるに
歌をもて」「人間の命とは－人
間の命の尊さ・大切さを考え
る」

35 相模原市 中複合 道徳
人権教育　　　｢
人権とは何か｣

　講師をお招きし、｢人権とは何か｣をテーマに命の大切さや思いやりなどについてお話を
いただき、国内外の平和・人権、環境に関する課題や問題を知り、他者の人権を尊重する
意識を高める活動をした。生徒は真剣な表情で講演を聞くことができていた。講演後は振
り返り作文を書き、自分ができることとして、まずは身近な人の人権を守れるように生活
したいという感想が多かった。

講演は神奈川県の多くの学
校に講演を行っている団体
の職員動画で世界で他者の
いのちを守るために活動し
ている人たちの紹介もあっ
た。



36 相模原市 中２ 道徳
道徳教育　　　｢
いのちを考える｣

　｢奇跡の一週間｣｢妹に｣｢三つのいのちについて考える｣という３つの題材の授業を連続し
て行い、今ある自分や他者のいのちの大切さについて考えることができた。

道徳教科書

37 相模原市 中２ 道徳
国際理解、国際
貢献

　「外交官、杉原千畝」と六千人のビザ等で、第二次世界大戦ごろの国際情勢やナチスド
イツのユダヤ人迫害について学んだ。

道徳教科書

38 相模原市 中３ 道徳
人間の命とは―人
間の命の尊さ・大
切さを考える

　尊厳死をめぐる裁判をもとに，生命の尊厳についてさまざまな立場から多面的・多角的
に考え，生命倫理について関心を深めるとともに，自他のかけがえのない生命を尊重しよ
うとする態度を育んだ。

道徳教科書

39 相模原市 中１ 道徳
決断！骨髄バン
ク移植第一号

　悩みながらも自分の骨髄を提供した田中さんの姿から，人が互いに支え合って生きてい
くことの大切さを理解し，自他の生命を尊重しようとする態度を養った。

道徳教科書

40 相模原市 中１ 道徳 あなたはひかり
　「一粒のひかり」について話し合い，「いのち」について多面的・多角的に考え，「い
のち」の大切さを自覚して，輝いて生きようとする態度を養った。

道徳教科書

41 相模原市 中２ 道徳 妹に
　妹の誕生に対する「私」や「私の家族」の思いを通して，生命のつながりや関わり合い
を考え，かけがえのない自他の生命を大切にしていこうとする心情を育てた。

道徳教科書

42 相模原市 中２ 道徳 奇跡の一週間
　北村さんとの出会いを通して「私」が考えた「いのち」について考え，かけがえのない
生命をいとおしみ，限りある生命を輝かせて生きていこうとする心情を育てた。

道徳教科書

43 相模原市 中２ 道徳
三つのいのちに
ついて考える

　「三つのいのち」について互いに意見を述べ合うことを通して，いのちの「有限性・連
続性・偶然性」について考え，生命の尊さを深く理解し，かけがえのない生命を大切にし
ていこうとする態度を育てた。

道徳教科書

44 相模原市 中３ 道徳

生まれてきてく
れてありがとう　
助産師からの
メッセージ

　助産師のメッセージに込められている、船名の誕生に対する責任感や喜び、感謝の念、
生命の神秘性を通じて、かけがえのない自他の生命を尊重しようとする態度を育てた。

道徳教科書



45 相模原市 中複合 道徳

清新中いじめ撲滅
キャンペーン「あ
なたの声を聞かせ
てください」

　生徒の委員会からの提案で「あなたの声を聞かせてください」といういじめ撲滅キャン
ペーンを行った。３年生の委員会生徒から「清新中いじめ撲滅宣言」が出され、道徳の時
間に全校生徒でいじめ撲滅について考え、「いじめている君へ」「いじめられている君
へ」「いじめを見ている君へ」というメッセージを書いた。その中から代表作品を選び、
本人、保護者の了承を得られたメッセージについて、本人の顔写真入りで校内や学区の小
学校に掲示し、いじめ撲滅の啓発を図った。

全校で取り組んだ。
学区の小学生に清新中の
取組について理解しても
らい、小学校の先生方に
卒業生の成長した姿を見
てもらうことができた。

46 相模原市 中１ 道徳

いのちを考える
「決断！骨髄バ
ンク移植第１
号」

　「いのち」がかけがえのないものであることを理解し、自他の「いのち」を尊重する心
情や態度の育成をねらいとした。骨髄バンクに登録した主人公が、骨髄移植の手術を受け
るまでの恐怖と使命感の葛藤を考えさせることで、「いのち」を大切にすることへの意見
や価値観を出し合わせた。主人公が骨髄の提供を決めるに至った心情について話し合うこ
とで、自他の「いのち」の大切さについて考えを深めることができた。

東京書籍
「新しい道徳１」

47 相模原市 中１ 道徳 いのちの授業
　１時間の中で、異なる「いのち」の形を綴った神奈川県の「いのちの授業大賞」の入選
作文（４作品）と「いのちの授業ハンドブック」に掲載されている作品「一冊のノート」
の計５作品を読み、「いのち」についての見方・考えを深めた。

○神奈川県の「いのちの授業大賞」
の入選作文
　・一しゅうかんだけのペット
　・命の大切さを知った二つの　　　
出来事
　・大切な人の命
　・命の授業について
○「いのちの授業ハンドブック」掲
載作品
　・「一冊のノート」

48 相模原市 中３ 道徳 いのちの授業
　１時間の授業の中で、ＶＴＲ「最後の酸素ボンベ」を観て、昨今の医療現場の様子を知
り、「助かる命」を選択しなければならない現実の厳しさや、周囲の支えへの感謝、自分
にできることなどの考えを深めた。

○ＮＨＫ「ようこそ先
輩」
・最後の酸素ボンベ

49 相模原市 中１ 道徳
道徳ドキュメン
トDVD「ペットは
誰のもの？」

　道徳のDVD教材。野良猫に餌をあげるおばあちゃんの様子。良くない事だと言われ、泣
きながら保健所に連れて行き殺処分にする。動物保護のNGOの活動の様子を紹介。このDVD
を見ながら生徒に命の大切さを考えさせる授業。

50 相模原市 中２ 道徳
DVD教材「東京マ
グニチュード
8.0」

道徳のDVD教材。首都直下地震が起こり、家族がバラバラになる中で、兄弟で家にたど
り着く物語（アニメ）急な首都直下の大地震の中で多くの人々が犠牲になり、人々が助け
合いながら生きていく姿を通して、命の尊さや助け合うことの大切さについて考える。
DVDを視聴しながら生徒に問いかけ、考えさせていく授業。

51 相模原市 中１ 道徳

かけがえのない
生命
「あなたはひか
り」

　教科書に掲載されている詩をもとに、命について考える道徳の授業を行った。授業冒頭
で詩を範読し、「印象に残ったフレーズは何か」という発問から、個々の命に関する価値
観を共有した。そのうえで「命を大切にするとはどのようなことなのか」について考え議
論した。そして、これについて学級通信を用いて保護者に周知し、家庭でも命について話
し合うよう協力を求めた。

道徳教科書
（東京書籍）
「あなたはひかり」
著：みつはしちかこ



52 横須賀市 中２ 道徳
障がいを持って
生きること

若年性パーキンソン病を罹患している人を講師とし、障がいを持った経緯や感じたこ
と、健常者とのギャップや日常生活で困ったことをざっくばらんに話していただいた。周
りの人々、家族、友人、同僚、生徒に支えられて生きていることを伝えた。

53 横須賀市 中２ 道徳 「臓器移植」

　4時間扱いで、1コマ目は“余命半年”の宣告を受けた女性の生き方（19才で宣告～25才
で亡くなる）を考えさせ「生と死」を見つめさせる。2コマ目は、中学時代に心臓弁移植
を行った、横須賀出身女性オリンピック金メダリストの「夢の実現」に向けた生き方を考
えさせる。そして、3コマ目は｢臓器移植 死｣の問題を通して「生」を考えさる。「脳死
は人の死か」を一人一人に考えさせ意見をまとめさせる。そして、生徒一人一人の意見と
保護者の意見をまとめて、命の重さを考えさせた。

・2014年10月31日に高折
中学校で講演をして下
さった。山下弘子さんの
記録。　
・ 2008年 8月北京ソフト
ボール金メダリスト西山
麗選手（横須賀出身）

54 横須賀市 中複合 道徳
薬物乱用防止講
演「薬物から命
を守る」

　講師をお迎えし、薬物乱用による心身への影響、依存症、疾病との関連、社会への影響
などについてスライドを見ながら、その影響や自分の人生や命を大切にするとはどういう
ことなのか理解を深めることができた。講演後に書いた感想文から、薬物乱用による影響
がみられる画像や実例を含めた話から、生徒は自分の事として受け止めている様子が見ら
れた。

講師は、神奈川県警察
本部少年育成課 少年
相談・保護センター
警部補
1年・2年・3年

55 横須賀市 中１ 道徳 D生命の尊さ
　教科書の「いのちを考える」を読んでワークシートを用いて授業を行った。個人で考え
る時間を設定し話し合いの時間を通して考えを深めさせた。「いのち」の尊さについて、
他の生命も自分の生命と同じように限りある尊いものであることをとらえさせた。

1年　
中学道徳①とびだそう未
来へ
２０「いのちを考える」

56 横須賀市 中１ 道徳 生命尊重

大地震後、助け出された持病をもった兄が1ヶ月後厳しい状況になり、病院で見てもら
おうとするが、お金もなく、順番をまたねばならない中、兄の命が尽き果てようとするの
で、何とかしようと、35日ぶりに助け出されたと嘘をついて、病院でみてもらうという話
で、この嘘をついて兄をたすけた行動は、正しいかどうかを討論する授業である。

57 横須賀市 中３ 道徳 生命尊重

2011年3月11日に起こった東日本大震災により、被害を受けた福島県波江町。この町
は、肉牛や乳牛を育て、生計を立てている。しかし、福島原発の事故により、放射能漏れ
が起こり、立ち入り禁止区域、居住制限区域となった。人間が逃げた町には、人間に取り
残された動物たちがたくさんいた。牛、豚、ネコ、犬、鳥。飼い主をなくした動物たち
は、次々と死んでいった。生き残った牛や豚なども、売り物にならないと殺処分を命ぜら
れた。それに立ち向かい、行き場のなくした、肉牛を飼い続ける牧場主の葛藤を描いた授
業。

スライドを作り、
全校で授業を行う
予定です。

58 横須賀市 中１ 道徳 生きること

　保険会社ＣМを視聴後、「生きること」について考える。毎日を生きている私たちは、
「生きるということ」や「命」について深く考えることがあまりないのではないか。「命
は大切」と誰もが知っているけれど、本当に知っているのか。ある家族の「生きる姿」を
見て、改めて「生きる」ということについて考えさせる。

保険会社ＣМ



59 横須賀市 中１ 道徳 命
　「世界一短い手紙」という本を読んで今までどんな時に命の大切さ、命の尊さを感じた
ことがあるかを振り返り、感謝の気持ちを短く書かせたり発言させた。

「世界一短い手紙」

60 横須賀市 中２ 道徳
インターネット
での誹謗中傷を
考える

　インターネットを介した誹謗中傷の事例をもとに、どんな発信ややり取りが人を傷つけ
てしまうかを考えた。顔が見えないからこそ気を付けなくてはいけない点や、SNS特有の
一気に広がってしまう危険性を学んだ。また、万が一自分が誹謗中傷の被害者になった時
にどうしたらよいかの対処法も学んだ。

横須賀市教育委員会資
料参照

61 横須賀市 中２ 道徳
生命の尊さ・家
族愛

がんの転移により、自らを余命６か月と診断した医者の井村和清さんが死の直前につ
づった手紙の内容を題材にした教材である。手紙は幼い娘の飛鳥さんと、奥さんのおなか
の中にいる赤ちゃんの聖子ちゃんへ向けたものである。この手紙を通し、いのちの大切
さ、生き方、家族の大切さなどについて、考えを深めた。

飛鳥、そしてまだ見ぬ
子へ

62 横須賀市 中３ 道徳
生命の尊さ・よ
りよく生きる喜
び

東日本大震災後に設置された「風の電話」を題材に、突然失われたいのちと残された
人々の苦しみや葛藤について考えた。生徒は、悲しみの中でも今あるいのちを大切に懸命
に生きていくことの素晴らしさについて、考えを深めることができた。

風の電話
～残された人々の声～

63 横須賀市 中２ 道徳 生命の尊さ

　「ダウン症」という息子秋雪の障害について聞かされ始めは何も考えられなかった母親
が、生きていくために様々な制限がある息子の懸命に生きていく姿を見ているうちに気持
ちの変化が生まれる。母親の揺れ動く気持ちとそれを乗り越えて必死に息子のサポートを
していく様子を描いた作品である。

教材
中学道徳２
「とびだそう未来へ」

64 横須賀市 中３ 道徳
家族の思いと意
思表示カード

　道徳の教材を使用して実施した。意思表示カードに記された姉の思いと，家族の思いを
通して，生命をどのように大切にするかを考え、かけがえのない生命を尊重しようとする
心情を育てることを目的に授業を行った。脳死判定をされた姉の臓器提供をするかどうか
について、意思表示カードに記された姉の思いから考えた生徒や、残された家族の思いか
ら考えた生徒がおり、多面的に命の重さについて考えることができた。また、自分が脳死
状態に陥ったら、臓器提供を行って他人のためになりたいと言う生徒も、家族が脳死状態
になったら提供したくないと話すなど、その思いの違いについても深めることができてい
た。

３年生の各担任が実施。
「中学道徳３ とびだそ
う未来へ」教育出版

65 横須賀市 中１ 道徳
自分の番　いの
ちのバトン

　相田みつをさんの「いのちのバトン」という詩を通して、自分の命だけでなく、他人の
生命を大切にする心情を育てることを目的として行った。自分の命は父・母、その先の祖
父・祖母など多くの人から受け継がれているものであることを改めて意識させ、周りにい
る人たちもそのような「いのちのバトン」を受け継いだ大切な存在であることを考えさせ
た。また、受け継いできた「いのちのバトン」は簡単に投げ出すことのできるものではな
い、という意見があり、命を大切にすることについて考えを深めることができた。

１年生の各担任が実施。
「自分の番 いのちのバ
トン」（相田みつを作）



66 横須賀市 中３ 道徳

・善悪の判断
・生命の尊さ
・集団生活の充
実

・かながわ 「いのちの授業」 指導資料 いじめについて考える 小学校中学年～中学校
編を活用した授業
・いじめの四層構造といじめ防止のアプローチについて考えさせた。
・本当の優しさと集団の持つ正しい力について、級友と確認し合えた。

３学年所属教諭

67 横須賀市 中１ 道徳
全ての生命への
祝福「あなたが　
うまれた　ひ」

生命誕生の喜びを謳った絵本作品からの抜粋である。生徒自身が生まれた日について
知っていることを自由に出させ、その日世界では何が起こっていたのかを考えさせた。さ
らに、「あなたが　うまれた　ひ」を読み進めながら、どのような気持ちが込められてい
るかを想像させ話し合った。「あなたは迎えられている」「あなたが大事」という温かな
気持ちを強めながら、命はかけがえないものであるから大切にしたい。生まれてきたこと
に感謝したいなどと、自他の生命と向き合うことができた。

教育出版社
「中学道徳１」

68 横須賀市 中１ 道徳
精一杯生きる
「たったひとつ
のたからもの」

　息子の障害に対し、きちんと向き合っていくことを決意した母親の変化と、短い命なが
らも懸命に生きる息子の姿を描いた読み物資料を読み、精一杯生きることへの理解を深め
た。親子の写真や、両親の息子に対するメッセージが映し出されるＣＭを活用し、障害を
持つ息子が両親や周りの人に教えてくれたこととは何かについて深く考えることができ
た。生徒は、一日一日を大切に生きたい。自分にできることを精一杯行っていきたいな
ど、本題材のように精一杯生きることについて考えを深めた。

教育出版社
「中学道徳２」

69 横須賀市 中１ 道徳
生命の尊さ
「いのちを考え
る」

　人、動物、植物、すべての生き物に共通していることは何なのか、なぜ命を奪ってはい
けないのか、ということについて話し合わせた。たくさんの生き物の命を奪い続けること
によって、人間は快適に生きている、ということに気づかせ、自分たちが生きていくため
に、必要な、かつ最小限のいのちを大切にいただき、感謝の気持ちをもって生きていくこ
とについて考えた。社会科や家庭科の実践とつなげて考えている生徒も見られた。

道徳教科書
中学道徳１
『とびだそう未来へ』

70 横須賀市 中２ 道徳
生命の尊さ
「たったひとつ
の宝物」

　生まれてすぐに短命であるという宣告を受けた、障がいを持つ少年の話をもとに、周り
の人のかかわりや、精一杯生きるとはどのように生きることなのか、ということについて
考えた。「人の幸せとは、命の長さではないのです」という作中に出てくる医者の言葉
と、懸命に生きた少年の姿をもとに、自らの生き方について考える生徒の姿が見られた。

道徳教科書
中学道徳２
『とびだそう未来へ』

71 横須賀市 中１ 道徳
いじり？いじ
め？

　いじることと、いじめることが何が違うのか。そして、ちょっとした言葉や行動が相手
を深く傷つけ、学校に来れなくなってしまったり、命を落としてしまうことにつながるこ
とを授業で扱った。

教材は、教育出版「中
学道徳①飛び出そう未
来へ」



72 横須賀市 中２ 道徳
戦争
伏龍特攻隊につ
いて

　第二次世界大戦時、日本では、敵に捕まることは悪とされ、捕まるくらいなら自決する
という考え方が一般的であった。その中で、大戦末期になると、野比海岸では伏龍という
特攻隊の訓練が行われていた。特攻隊は自分の命を投げ打って相手に突撃する、一番最低
な攻撃方法であること。そしてその散った命があって、今があることを忘れないでほしい
という内容だった。

中１・中2で実施。
講師は大学の講師。

73 横須賀市 中３ 道徳
地域の「戦争」
を知る

　税関で保管している古い紙幣を切り口に、戦前戦後に海外から引き揚げてきた方たちの
苦労や歴史的背景について学習した。併せて横須賀の浦賀港に多くの方が引き揚げてきた
こと、また、引揚船でコレラが発生し、上陸できずに亡くなった方が多くいることを学
び、平和について考える学習をした。

国語２年
「字のないはがき」

74 横須賀市 中１ 道徳
「いのちから考
えることと
は？」

　総合学習にて畑の学習を通して、植物にも他の生命と同じように限りのある尊いもので
あることに気づき、支え合い生かされていることに感謝の思いを深め、今後の活動に活か
す授業を行った。導入では「いなくなったら困る生き物はどれか？」について発問し、テ
キストを使って班で考え、意見を交流した。そこで共通していること「いのち」について
気づかせる。「いのち」の価値や重さ、大切さに気付かせ、教科書「なぜ殺してはいけな
いのか」を読み、「いのち」についての振り返り（まとめ）をした。

中学校道徳①(教科書)
とびだそう未来へ
20「いのちを考える」
Ｐ114～116
ワークシート
「きらり☆ノート１⃣」

75 横須賀市 中３ 道徳
「かけがえのな
い命を守ると
は？」

　報道カメラマンの「ハゲワシに食べられそうになっている少女の写真を撮った」行為に
ついて、賛成か反対か討論を行った。討論の結果を受けて、「かけがえのない命を守る」
ということはどういうことなのか、自分の考えを整理した。

中学校道徳③(教科書)
とびだそう未来へ
９「ハゲワシと少女」
Ｐ５６～５９
ワークシート
「きらり☆ノート３⃣」

76 横須賀市 中１ 道徳

人間の生命だけ
ではなく、身近
かな動物をはじ
め全ての生命の
尊さを考える

・大小さまざまな動物のカード（２４枚）を用いて、動物たちを2グループに分ける。
・2グループに分ける基準を話し合う。→ 人間優位、人間の身勝手の視点があることに
気付く。
・全ての動物たちに共通しているものは何かを考える。
　→　命がある。一つだけの命。かけがえのないもの。
・どの動物の尊さは同じである。生命を食べ物にしないと生き続けられない。→　気づき
は個人によって異なる。
・フードロス、生態系、環境破壊、の学習と関連づける。

教科用図書
とびだそう未来へ
「いのちを考える」

77 横須賀市 中２ 道徳
「国境なき医師
団・貫戸朋子」

　国境なき医師団としてボスニア・ヘルツェゴヴィナに派遣された筆者は、危篤の５歳の
男の子の酸素ボンベを切るかどうかの決断を迫られる。酸素ボンベを切るという決断をし
た筆者に対してどう思うか、自分ならどうするかを考えた。一人ひとりの意見の多様性は
あるものの、その決断をすることの難しさや命の重さを多くの生徒が感じることができ
た。また、今この瞬間も紛争や戦争によって命を落としている人たちを思い、命が無情に
奪われる世界がなくなることを願う生徒もいた。

教育出版
「中学道徳２
とびだそう未来へ」



78 横須賀市 中３ 道徳
「ハゲワシと少
女」

　ピューリッツァー賞を受賞した「ハゲワシと少女」の写真を見て、その場に自分がいた
らどうするかをまず考えさせた。ハゲワシを追い払って少女を助けようとするのか、
シャッターチャンスをいかして写真を撮るのか。主人公の行動について賛成か反対かを中
心に考えを深め、多くの生徒が命の重さを感じることができた。写真を世界に公開するこ
とも少女を助けることもどちらも命を救おうとした行為であることに気づく発言もあっ
た。主人公が賞を受賞した後、自殺をしてしまったことにも命の重さを感じた生徒もい
た。

教育出版
「中学道徳３
とびだそう未来へ」

79 横須賀市 中複合 道徳
生きることの大
切さ

　東日本大震災の時に、岩手県大槌町において津波で行方不明になったある人物をめぐる
実話を題材に、最愛の子供を失った両親や婚約者の気持ちに立ち、失意の底から立ち上が
る人たちの姿を通して、命の大切さ、互いに支え合いながら生きることの大切さを多方面
から考えさせた。

校長
１～３学年

80 横須賀市 中複合 道徳
人権・いのちの
大切さ

　2014年にノーベル平和賞を受賞したマララさんのスピーチを軸に、マララさんの生き方
に触れ、当たり前に学校に通い学習できるありがたさ、夢に向かって生きる大切さを考え
させた。

校長
１～３学年

81 湘南・三浦 中２ 道徳
防災教育
「地震・津波」

　鎌倉市が作成した「８ミニッツ」という動画を視聴した。鎌倉駅に津波が押し寄せたと
きのシミュレーション映像で、生徒は実際に津波が来たらどこに避難するか、ということ
を具体的にイメージしていた。教科書教材では３・１１の際に主体的に避難した中学生の
話をよみ、防災訓練をしっかり行うからこそ冷静に行動できること、また実際の被災時に
は訓練の流れに固執せず、機転を利かせて避難することも大切だということを学んだ。

東京書籍「新しい道徳
２」付録２
「田老の生徒が伝えた
もの」

82 湘南・三浦 中２ 道徳
いのちを考える
「奇跡の一週
間」

　登場人物である北村春夫さんの生き方を通して、生命の尊さを理解し、自他の生命を大
切にしようとする心情を育てることをねらいとして取り組んだ。生命の有限性について考
えた。

東京書籍
「新訂新しい道徳」

83 湘南・三浦 中１ 道徳 あなたはひかり

　「あなたはひかり　輝く地球の　一粒のひかり」という言葉をもとに、自分自身の「い
のち」について考え、「いのち」の大切さを自覚し、前向きに生きようとする態度を育て
ることをねらいとして取り組んだ。また、授業の中で自身の「いのち」について、画用紙
に複数の色を使用し表現した。

東京書籍
「新訂新しい道徳」

84 湘南・三浦 中２ 道徳 平和教育
　６月23日が沖縄戦「慰霊の日」であることから、戦争により被害や犠牲について知り、
なぜ多くの命が悲惨な形で奪われてしまうことになったのか。平和の大切さを考えるとと
もに、今の私たちが未来につながる人生を生きていることについて考えた。

6月24日付朝日新聞
「沖縄戦」解説のVTR、Ｎ
HK戦争証言アーカイブス
「鉄血勤皇隊 兵士に
なった少年たち」



85 湘南・三浦 中１ 道徳
いのちを考える
「いのちって何
だろう」

　「いのち」がかけがえのないものであることを理解させ、自他の「いのち」を尊重する
心情や態度を育てることをねらいとした。自分自身の「『いのち』の在り様」を見つめ、
「いのち」を大切に輝かせていくこと、「『いのち』とは何か」ということについて考え
させた。難しい課題ではあるが、多面的・多角的に「いのち」について考えることで、自
分の「いのち」について考えることで、自分の「いのち」についてじっくりと見つめるこ
とができた。

東京書籍
「新訂新しい道徳」

86 湘南・三浦 中３ 道徳

いのちを考える
「生まれてきてく
れて、ありがとう
～助産師からの
メッセージ～」

　助産師のメッセージに込められている生命の誕生に対する責任感や喜び、感謝の念、生
命の神秘性を通して、かけがえのない自他の生命を尊重する態度を育てるとともに「いの
ち」の大切さについて考えさせることができた。

東京書籍
「新訂新しい道徳」

87 湘南・三浦 中２ 道徳
かけがえのない
生命

　いのちの終わりや、家族を通じて続いていくいのちや自分自身のいのちなど、命を様々
な視点から考えて、命の尊さやはかなさを学んだ。

東京書籍　新しい道徳

88 湘南・三浦 中２ 道徳
生命の尊さ「Ｋ
君の学生時代」

　実話によるオリジナル資料にて実施した。高校に入って初めてできた友達Ｋ君が学校生
活を楽しくしてくれた。しかしＫ君は高校卒業後急性心不全で突然死してしまうという内
容である。人はいつ自分の人生に終わりが来るかわからない。だからこそ、その日その日
を後悔しないように一生懸命いきることが大切なんだという教材を通して、生徒に今でき
ることをについて、真剣に考える機会となった。

担当教員
オリジナル資料をプリ
ントにて配布

89 湘南・三浦 中１ 道徳 生命の尊さ
　かけがえのない生命を認識してもらう授業を行った。普段の自分の生命に対する認識を
確認したのちに、教材を読み、生命の力について触れた。生命の捉え方やその有難みにつ
いて、生徒は意見を共有し、「生命とは何か」について自分なりの答えを見出した。

教材
新しい道徳１
東京書籍
本校職員

90 湘南・三浦 中２ 道徳
命が生まれるそ
のときに

　詩「いのちの音」と、出産を撮影するフォトグラファーの文章や写真を通して、「生き
ている」このとの尊さについて考えさせ、生命を尊重しようとする心情を育てることを目
的とした。出産という生と死が隣り合う状況において「生きている」ことの尊さや命の尊
さを深く見つめさせ、漠然と捉えている「尊さ」をじっくり理解することができた。

各クラスの担任
道徳の教科書P38～42

91 湘南・三浦 中１ 道徳 ひまわり

　東日本大震災、阪神・淡路大震災を巡る実話を通して、生命の尊さについて考えさせ、
自他の命を大切にしていこうとする心情を育てるために、全クラス担任による道徳を行っ
た。日々の何気ない生活の大切さや、大切な人を失っても前向きに生きようとする人の気
高さに触れ、かけがえのない命の大切さを考えるきっかけとなった。

各クラスの担任
道徳の教科書P55～58



92 湘南・三浦 中１ 道徳

自分のよいとこ
ろって…？
～気づいていな
いことを見える
化して認識す
る！～

　自己肯定感（I'm OK）と自己有用感（I Can）について説明。その後、実習：自分にあ
てはまるストレングス（強み）を提示した60個から自分に当てはまりそうなものを３～６
個選択させた。
　意図としては、①他人と比べずに…自分の性格の中にある〝良い部分〟に注目する！②
性格的ストレングス（強み）を理解し、自分の良いところ（長所）を把握する！③多面
的・多角的に自分の性格を客観的に分析する！とした。

道徳の授業
（各クラス）
パワーポイントで、イラ
ストや図などを用いて説
明し、ワークシートに記
入させた。

93 湘南・三浦 中１ 道徳
人はどうして
「命の尊さ」を
感じるのだろう

　東日本大震災、阪神淡路大震災を巡る実話を通して、生命の尊さについて考えさせ、自
他の命を大切にしていこうとする心情を育てることをねらいとして授業を行った。指導者
である音楽科の教員としての強みを生かし、東日本大震災から生まれた歌や命の尊さを感
じることができる歌などを活用した。また、この教材を扱う前に「捨てられた悲しみ」で
学習した動物の殺処分の話を反映させ、動物も人間も命の重さは変わらないという気づき
を与えた。被災者の清和さんの気持ちを考えさせることを通して、中心発問「人はどうし
て『命の尊さ』を感じるのだろう」ということについて深く考えさせた。生徒の振り返り
には「一瞬で大切なものを奪っていく震災の恐ろしさを伝えて二度とこのようなことがな
いように同じ思いをする人がいないようにしたい」という清和さんの気持ちに共感する内
容や「同じ思いをした人たちを励ましたい」という前向きな気持ち、「突然命がなくなる
ことがあるということを考えた」と命の尊さを感じている内容が見られた。今後は清和さ
んの娘が育てていたひまわりの種を取り寄せ、学校で栽培することで生徒の情操をさらに
育てていきたい。

資料
「中学道徳１　きみが
いちばんひかるとき」
（光村図書）
「ひまわり」

94 湘南・三浦 中２ 道徳
生命の尊さ
｢つながる命｣

　｢突然の交通事故で脳死状態になった娘の臓器を提供することを決断した両親の手紙｣、
｢生まれつき心臓に障害があり運動制限がある子どもが臓器提供により運動制限がなくな
り、生き生きと生活できるようになったストーリー｣から臓器移植について学んだ。誰に
でも訪れる死から命の大切さを考え、自らの命をどのように全うしたいか、また、15歳か
らできる臓器提供の意思表示をどのようにするかを考えた。

講師は六会中学校職員
(教材)
光村図書　つながる命
(参考資料)
公益社団法人　日本臓器移
植ネットワーク　つながる
いのち

95 湘南・三浦 中２ 道徳

捨てられた悲し
みはどこに捨て
れば良いです
か？

　犬猫に関する環境省の調査資料，日本動物愛護協会のペット飼育に関するポスター，犬
猫の殺処分を行う施設の職員の仕事を追った文章と写真を通して，生命を尊ぶことについ
て考えさせた。ペットを命あるものとして接することは、生徒たちに十分に伝わった。さ
らに、ペットを飼ったことのある生徒は、この授業内容を自分事として考えることができ
た。

動画「自作アニメ「手～
HANDS～」（あぬびす’s う
ちねこちゃんねる）
神奈川県動物愛護センター
HPより
動画「78円の命プロジェク
ト」

96 湘南・三浦 中２ 道徳
段ボールベッド
への思い

　東日本大震災のとき、避難者のために無償で段ボールベッドとその設計図を提供した会
社の水谷嘉浩の話を通して、命を守ろうとする動きについて考えさせた。当時のことを振
り返ったインタビューも紹介し、その時の様子と国を動かすまでに至った思いの強さは、
生徒たちに十分に伝わった。さらに災害が起きたときに自らの命をどう守るかを考える機
会にすることができた。

中学道徳２（光村図書）
「災害関連死をなくす」
段ボール会社社長の信念
（リクナビNEXTジャーナ
ルHPより）



97 湘南・三浦 中１ 道徳 人命救助

　踏切で起こった事故を通して人命救助、命について考えた。最初の発問では、自分が踏
切で倒れている人を救うことについて考え、次の質問では自分の家族が助けにいくことに
ついて考えた。この2つの質問を通して、自分が考える命だけでなく他者（家族）を通し
た自分の命について考えた。

「J-POPで創る中学道徳
２」

98 湘南・三浦 中１ 道徳
捨てられた悲し
み

　保健所で働く尾崎さんの話を通して動物の命について考えた。CMなどでも話題になって
いるが、衝動動的にペットを購入した後育てられなくなり、動物が殺処分されることが問
題になっている。そういった問題について考えることで、安易な気持ちでペットを飼うの
ではなく、飼うことへの責任や動物の命もまた尊いものであることを考えた。

ワークシート等

99 湘南・三浦 中１ 道徳
よりよい人生を
生きるために

　もうすぐ、2年生に進級する生徒たちによりよい学校生活、よりよい生き方をしてもら
うために余命宣告を受けた設定で話し合いを行った。生徒たちは明日命を落としたらどう
するか、自分がやりたいことを思う存分やりたいという生徒が多かった。また、人は簡単
に命を落としてしまう、いつ落とすか分からないから今を大切に生きていきたいと発表し
ていた。

講師は余命宣告を実際に
受け、生前葬を行った経
験もある、保健のライフ
プランナーの方。

100 湘南・三浦 中３ 道徳 生命の尊さ

　生まれる前の記憶を話す少女について紹介。その少女は空の世界で赤ちゃんが両親を選
ぶという。少女は姉妹で一緒にたくさんの父母を見て、自分が今の父母を選んだという。
少女が話すありえない記憶に救われる大人が続出。生徒達は命とは何か、自分なりの答え
をワークシートに書き込んでいた。

奇跡体験！アンビリーバ
ボー
「赤ちゃんは世界を救
う！アンビリーバボーSP
より」

101 湘南・三浦 中１ 道徳 生命の尊さ

　東日本大震災、阪神・淡路大震災を巡る実話を通して、生命の尊さについて考えさせ、
自他の命を大切にしていこうとする心を育てることができるよう留意した。生徒自身はま
だ小さかったため自分自身の記憶にはないようだが、自分のこととして捉え、生きること
や命に対して考えを深めることができた。

各クラス担任
「中学道徳１」

102 湘南・三浦 中２ 道徳 生命の尊さ

　道徳教科書の「つながる命」から臓器提供の話をとおして、自分の命、家族の命、他者
の命について考えを持ち、友人と話し合いながら、それぞれの中の命について考えを深め
た。いざというとき、自分ならどうするか、どうしてほしいか真剣に考えることができ
た。

２年担任

103 湘南・三浦 中３ 道徳
人間の命とは―
尊厳死をめぐっ
て

　道徳教科書の「人間の命とは―人間の命の尊さ・大切さを考える」を題材に、尊厳死の
問題について考えた。実際に起こった裁判の事例を出発点に、国の法律として尊厳死を認
めるべきかどうかを議論した。インターネット等で情報を集めながら尊厳死について議論
することで、一人一人が命の重さに向き合った。

新訂「新しい道徳　
３」(東京書籍)

104 湘南・三浦 中複合 道徳
二十七年も忘れ
られないこと

　広島県の主婦が新聞に投書した「２７年前のＳ君のこと」を読み、いじめについて考え
た。「こんなひどいいじめは絶対にしないようにしたい」、「仲間にこんな悲しい思いは
させないようにしたい」という気持ちを持ってもらうことをねらいとした。授業の最後
に”いじめ撲滅行動宣言”を全校で書き、教室や廊下に掲示した。

・「２７年前のＳ君のこ
と」
（新聞社名および発刊日時
不明）
・ワークシート
・いじめ撲滅行動　宣言
カード



105 湘南・三浦 中３ 道徳 おひさま家族

　色素性乾皮症を患っている少年のこれまでの生活を記録したドキュメンタリー番組を視
聴した。３０歳くらいまでしか生きられないと言われている、治療方法が無い難病と闘っ
ている姿から、いのちについて考えた。授業の最後には、少年へ向けて手紙を書き、一部
のメッセージを民間放送教育協会へ送付した。

・第３５回民教協スペシャル
　おひさま家族
　～りんくん一家
　　　　　１０年の記録～
（ＤＶＤ）
・ワークシート

106 湘南・三浦 中２ 道徳
国際理解
国際貢献

　７月から９月にかけて「平和レポート」の課題に取り組み、「平和」についての様々な
着眼点があることを確認できた。今回は杉原千畝はなぜビザを発行したのかを考えさせ
た。生徒からは、「自分の家族が犠牲になるかもしれないのにすごい」や「国の違いにか
かわらず自分の周りの人のことを考えられるとよい」などの考えが聞かれた。

・先輩の平和作文
・ＮＨＫニュース　
「チウネ・スギハラ広場」
・ユダヤ人の記憶に生きる
日　本人杉原千畝

107 湘南・三浦 中２ 道徳 奇跡の一週間

　最後まで精一杯生きようとした主人公の生き方を通して生命の尊さ（生命の有限性）を
理解し、自己の生命を大切にすることを考えた。
　主人公に出会うまではホスピスの患者さんに対する気持ちは少しでも患者さんの苦しみ
を減らしてあげることだったが、精一杯最後まで生きることの素晴らしさに気づいた生徒
もいた。

東京書籍
「新しい道徳２」

108 湘南・三浦 中１ 道徳 生命の尊さ

　いのちについて多面的・多角的に捉え、自分が思い描くいのちを今後どのようにしてい
きたいのかを考えることにより、前向きに生きようとする態度を育てることをねらいとし
た。いのちのかたちについて、人それぞれだと気づく生徒が多く見られ、いのちについて
考えるきっかけになっていた。

教材「あなたはひか
り」 
（出典「東京書籍」）

109 湘南・三浦 中複合 道徳
あなたもわたし
も大切な人

　基本的自尊感情を測る質問紙に答えた後、声を出さずにクラス全員で誕生日に順に並ん
で円を作る「バースデーライン」を行った。その後、自分の名前を利き手でないほうの手
でひらがなで書き、自分の名前にまつわる話を１分間傾聴し合う「大切なわたしの名前」
を行った。最後に、基本的自尊感情を測る質問紙に再度答え、授業全体の感想を書いた。
生徒は、一人一人がそれぞれ大切にされてきた、生きているだけで大切な存在なのだとい
うことを感じ取り、基本的自尊感情を高めているようだった。

授業者は校長。
６月から７月に、１～３年
生、全１２クラスと別室登
校生徒に対して、計１３回
授業を行った。
教材は「人権学習ワーク
シート集　小・中学校編　
第14集」掲載のアイスブ
レーキング

110 湘南・三浦 中複合 道徳 あなたはひかり

　「あなたはひかり」の詩を教員が朗読した後、詩に出てきた「一粒のひかり」とは何か
を考え、共有した。その後、「自分は一粒のひかりだ」と感じることや場面を考え、共有
した。次に、３～４人班を作り、お互いの「一粒のひかり」と思うところを伝えあった。
最後に、授業全体の振り返りを行った。生徒は、自分では気づいていなかった自分のよさ
に気づくとともに、そこにいるだけで自分は「ひかり」なのだと感じているようだった。

授業者は１学年職員。
１０月に１学年４クラス
に授業を行った。
教材は「新訂新しい道徳　
東京書籍」掲載の「あな
たはひかり」

111 湘南・三浦 中２ 道徳 思いやり、感謝
　人工透析を４年間行う患者に密着した番組、また、家族間での腎臓移植に密着した番組
を視聴することを通し、人間愛や思いやりがつなぐものや命の重さについて考えた。

第２学年教員
新訂　新しい道徳２
（東京書籍）
題材「愛」



112 湘南・三浦 中３ 道徳
「いのちを考え
る」

　いのちを考える授業として内容項目D(19)命の尊さ「生まれてきてくれて、ありがとう
―助産師からのメッセージ」という教材を使用し、生命の誕生に対する責任感や喜び、感
謝の念、生命の神秘性を通して、かけがえのない自他の生命を尊重しようとする態度を育
てることをねらいとした授業を行った。助産師の「命と向き合う姿勢」「命に対する思い
や考え」から自他の命の大切さや尊厳について多面的・多角的かつ具体的に考え、深める
ことができた。

各クラス担任が授業を
した。

113 湘南・三浦 中１ 道徳
障がい者への理
解

　ダウン症について、実際に家族にダウン症の方がいる教諭が、どのような状況なのか、
また、その苦労などについて話をした。生徒は、ダウン症について理解し、障がい者につ
いて考え方を深めた。また、自分の健康についても見つめ直し、命の大切さやしっかり生
きることの大切さについて考えることができた。

特になし

114 湘南・三浦 中１ 道徳 かけがえのない生命

　コロナ禍において、多くの学校、家庭での生活や環境が大きく変わり、子どもの生活や
心情にも影響が出ている。子どもたちの学びの機会が奪われ、自己肯定感を高められる機
会が減少している。学校では不登校、登校していても不安感から教室に入れない状態の子
どもが増加している。不安感を抱え、居場所がない子どもたちの心情に寄り添いつつ、い
のちそのものについて考え、いのちがどれだけ尊いものであるのかを資料を通しながら考
えた。

東京書籍　新しい道徳

115 湘南・三浦 中１ 道徳
生命の尊さ
「捨てられた悲
しみ」

　犬猫を収容するセンターで働く女性の物語です。間もなく殺処分される犬猫の最期の世
話をすることで、命について考え、ペットとして飼うことの意味を自ら問う題材です。

教材
中学道徳１
光村図書

116 湘南・三浦 中２ 道徳 生命の尊さ

  めあて：食事を通して、命について考えることができる！
　問：昨日の食事をかきだしてみよう！
　問：自分が食べたものから、生き物だったものを○で囲む。
　問：みなさんが食べる肉はどのように手に入ると思いますか。chromebookで調べ　　　　
て、ノートにまとめてみよう！
　問：肉を食べるために、動物の命をうばうことについてどう思いますか。理由も　　　　
含めてノートに記入する。
　問：生命を尊重するとは、どういうことでしょうか。
　　（また、食事の時の「いただきます」にどんな意味を込めたいですか。）

117 湘南・三浦 中３ 道徳 生命の尊さ

 「命の尊さ」について考えよう
 東日本大震災の被災者への支援プロジェクトを巡る実話を通して、いのちの尊さについ
て考えさせ、自他の生命を尊ぶ心情を育む。
　紹介されている人物の思いや、クラスの中の多様な考えにふれ、自他の生命の尊さにつ
いてさまざまな側面から考えようとしているか。

「中学道徳３」（光村図
書）『あの日　生まれた
命』

118 湘南・三浦 中２ 道徳
命が生まれるそ
の時に

　出産の場面を取り上げ、命の尊さについて考えることができた。また、教師自身の出産
の経験から命の大切さについて考えることができた。

使用教材道徳の教科書
「きみがいちばんひかる
とき」



119 湘南・三浦 中３ 道徳 命の選択
　祖父の意思に反して延命措置を施すことについて葛藤する家族の姿を描いた文章と、尊
厳死に対する複数の立場からの新聞投稿を通して、命について多面的・多角的に考えさせ
ることができた。

使用教材道徳の教科書
「きみがいちばんひかる
とき」

120 湘南・三浦 中２ 道徳
生命の尊さ
「ゆうさくの笑
顔」

　目の前のことばかりに気をとられ、自分自身の将来に向けての目標を指針に行動してい
る生徒は少ない。「死ね」というような言葉も安易に使っている。ニュースでも連日のよ
うに自死が報道され、関係のない人たちを巻き込むこともある。この現状を踏まえ、生き
たくても生きられなかった生徒の話を通して、生命の尊さと健康で生活できるありがたさ
を考えた。資料は三浦市の中学校に通い高校生のときに病気で亡くなった生徒の家族から
聞き取った話である。自分の辛さを表に出さず、生きることを諦めなかった主人公の姿か
ら、生徒たちは真剣に生きることの大切さを感じ、生命軽視の言動を反省していた。

121 湘南・三浦 中２ 道徳
いのちの重み
「ドナーカード
をめぐる思い」

　「ドナーカード」をめぐる人々の様々な立場での「いのちへの思い」を考えた。
「子」、「親」、「医者」、「その他の一般の人」などドナーカードをめぐっての思いは
時に対立することもあるが、それぞれの立場で真剣に「いのち」に向き合っている結果だ
ということを考えた。その上で、今の「中学生、子」という立場で、自分や家族、それ以
外の人たちの「いのち」をどう大切にできるかを考えた。

ドナーカード
日本臓器移植ネット
ワーク発行の学習資料

122 湘南・三浦 中１ 道徳
横田めぐみさん
について

　DVDを視聴し、人権について学習すると共に、同じように拉致されすぐに亡くなった方
など、生死に関わる事件とその後の生活について学習し、人権と人の命の尊さについて学
んだ。

政府配布のDVD

123 湘南・三浦 中１ 道徳
「いのちを考え
る」

　まず、「いのち」から連想できることを3～4人でグループを作り、A3の用紙に好きな色
のペンで書く活動を行った。
　次に、授業者が教科書本文を朗読し、内容と関連付けて発問をした。
　生徒は個人→グループ→全体の順にそれぞれの意見や考えを共有した。
　その後、同じ活動を行い、各グループの紙を黒板に掲示し、共有をした。そのあと、授
業者の実体験を話した。
　最後に、自分たちの「いのち」をどのように生きたいかを個人で考えさせて授業を終え
た。

授業者は本授業を
各クラスで行った。

124 湘南・三浦 中２ 道徳 生命・思いやり

　家族・親族間での臓器提供に関する読み物資料を用いて、臓器提供を行うかどうか、臓
器を提供する側と提供してもらう側のそれぞれの立場から、グループ内での意見交換を通
して「自分だったら提供するかどうか」「その理由」などを考えワークシートに記述する
授業を学年全クラスで実施した。

125 県央 中２ 道徳
あなたは臓器を
提供しますか

　臓器提供に関わって、自分は臓器提供をするのか、しないのか、自分が提供する意思を
持っているとした時、家族はどう思うのか、自分の大切な人が脳死になった場合、自分は
どのような判断をするかなど、さまざまな立場に立って考えるとともに、仲間の考えも尊
重しながら命の重みについての考えを深めた。

<講師>
人権教育担当職員
<資料>
ドナーカード



126 県央 中３ 道徳 生命の尊さ

　「生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する態度を養う。」というね
らいのもと、第二次世界大戦中、強制収容所に向かう汽車から、ユダヤ人の母親が娘を外
にほうりなげた出来事を描いた作品を読み、生命の尊さを考えさせる授業を行った。生徒
の感想からは、自分の名前や生まれた場所がわからなくても前向きに生きる登場人物の生
き方について考えたり、自分が当たり前だと感じている日常が本当は当たり前ではないこ
とに感謝する気持ちを抱いたりした様子がうかがえた。

日本文教出版
中学道徳
あすを生きる３
「エリカ～奇跡のいのち
～」

127 県央 中複合 道徳

中学校における
食品ロス削減・
食品リサイクル
環境学習講座

　全校生徒で食品ロスや食品リサイクルについて学んだ。食品ロスを減らすためには、自
分たちはどのように取り組んでいく必要があるのか、身近な厚木市の取り組み例をもとに
自分たちにできることを考えた。SDGｓとも関連づけて、尊いいのちをいただいて私たち
は生かされていることに感謝し、食品を無駄にしないように工夫していくことの大切さを
学んだ。

対象学年：１～３年生
講師：厚木市環境事業課　
資源循環係

128 県央 中３ 道徳
いのちの大切さ
を学ぶ講演会

　人権教育の一環として、厚木警察署のスクールサポーターさんを講師にお呼びした。
  講演会では、命は身体的なものだけでなく心も含めて大切にされるべきものであるこ
と、冗談半分で発したものでも、人を深く傷つける力が言葉にはあることなど、様々な事
例を挙げながら分かりやすく話しをしていただいた。
  自分と他人の"いのちを大切に"しながら、全員が安心して生活するために何ができるの
か、一人ひとりが考える良い機会となった。

講師は警察署職員

129 県央 中３ 道徳
自他の生命の尊
さ

　ドナーカードや脳死判定のこと、臓器提供についての説明を行い、「自分が脳死判定さ
れたとき、臓器提供に同意するか」という発問を投げかけた。７割近くの生徒は、「同意
する」と答えた。その後、臓器提供を受けた患者の感謝の手紙と、生前臓器提供に同意し
ていたドナーの遺族が書いた後悔の手記を読み、「家族が脳死判定されたとき、臓器提供
に同意するか」という発問を投げかけると、９割近くの生徒は「同意できない」と答え
た。家族の命を自分が大切にするのと同じように、自分の命も家族から大切にされている
ことを実感し、意識のあるうちに家族と命について話し合う必要性を感じた生徒が多くい
た。

日本文教出版
中学道徳
あすを生きる３
「臓器ドナー」

130 県央 中複合 道徳
いじめ防止ワー
クショップ

　「いじめ防止プロジェクト」の一環として、全学年４時間にわたりいじめ防止ワーク
ショップを行った。１時間目、どのようなことが「いじめ」にあたるのかを各学級で話し
合い、いじめの被害者や加害者の気持ちについて考えた。２時間目は、「いじめをなくす
ためにできること」をクラス全員で意見を出し合い、グループごとにワークシートにまと
めて掲示した。３時間目、いじめ防止ワークショップのまとめとして、各学級で「いじめ
防止宣言」を採択し、４時間目に年間を通した振り返りを実施した。

全学年各学級で実施

131 県央 中２ 道徳 生命の尊さ
　右大腿骨骨肉腫を患った猿渡瞳さんが、生きる希望を失わず、家族とともに病気と向き
合い、戦ってきた実話。自分が幸せだと感じることを思い浮かべながら、命の大切さ、尊
さについて考えさせた。

日本文教出版
中学道徳
あすを生きる２
「命を見つめて～猿渡瞳さ
んの六百四十六日～」



132 県央 中３ 道徳
「平和の大切
さ」

　DVD糸満市「市民が語る戦中戦後史」を視聴し、戦没者遺族のそれぞれの戦争体験や平
和への思いなどを自分ごととして考えた。生徒たちの意見の中には、募金をすることや、
今の世界の出来事を知ることなどの意見が挙がり、戦争は終わった話ではなく、今現在も
苦しんでいる人たちがいることを理解させることができた。

DVD
糸満市「市民が語る戦
中戦後史」

133 県央 中３ 道徳 臓器ドナー

　臓器提供という現代的な課題を通して、生命の尊さを理解した。また、ワークシートを
使用し、臓器提供をする側の気持ち、受ける側の気持ちを考えた。文章中にある、「家族
の臓器はあげたくない、でも、もらいたい。」という内容に共感している生徒が多かっ
た。内容を通して、生命の尊さを深く理解し、自他の生命をかけがえのないものとして尊
重しようとする判断力を育てることができた。

日本文教出版
中学道徳
あすを生きる３
「臓器ドナー」

134 県央 中複合 道徳
ＡＩＵ３原則を
考えよう

　本校には生徒会宣言「Let's AIU」というものがある。「A：あいさつ、I：いじめ撲
滅、U：歌声強化」を念頭に、１年間新しいクラスで過ごす中で、全員が安心して学校生
活を過ごせるために、クラスで３つのルールを考えた。学期末にクラス・生徒個々が各学
期を振り返る中で、その３原則が守れていたかを確認した。クラス全体で「安心できる学
級」について考え、良好な人間関係づくりやいじめの未然防止をねらった。

学年：各学年全クラス
で実施
教材等：生徒会宣言、
学級目標

135 県央 中３ 道徳 自他の命の尊さ

　自他の生命の尊さや価値観を、臓器提供意思表示カードや、子を持つ母と医師の二人の
臓器提供に関する投書を通して考えさせた。臓器提供という現代的な課題を通して、生命
の尊さを深く理解し、自他の生命をかけがえのないものとして尊重する態度を育てること
をねらいに授業を行った。

日本文教出版
中学道徳
あすを生きる３
「臓器ドナー」

136 県央 中複合 道徳 いじめ討議

　差別や偏見のない学校生活への願いや思いを共有させ、不正な言動を許さない態度を育
てるというねらいのもと、各学年いじめをテーマにした授業を行った。１学年ではいじめ
といじりについて、２学年では、実際にいじめで自殺をしてしまった事案を通して、なぜ
いじめが起きてしまうのかについて、３学年では加害者・被害者・傍観者の３つの視点に
ついて考え、話し合いを行った。いじめというものに対して、具体例を通して、考えを深
め、話し合うことによって多角的な視点からいじめを許さないという態度の育成ができ
た。

全校生徒対象
NHK for school、人権
作文、実際のいじめ事
案を参考資料とした。

137 県央 中２ 道徳 輝く生命

　「命とはどんなもの？」という問いから授業を始めた。漠然とした問いに生徒はとま
どっていたが、話し合いの中で、「大事なもの」「かけがえのないもの」などの意見が出
された。次に、担任が教材を読んだ。病院でナース体験をしたときの感動が描かれた作品
である。①生まれて数日の赤ちゃんに触れたこと、②赤ちゃん一人ひとりが個性を持って
いること、③出産を控えたお母さんに出会ったという内容である。終末に担任が自分の家
族が生まれたときの話をすると、本時の振り返りの場面で自分の生まれたころの話を書く
生徒も多数いた。

日本文教出版
中学道徳
あすを生きる２
「体験ナースをとおし
て」



138 県央 中２ 道徳
生命の尊さ
「つながる命」

　「脳死と判定され、臓器提供をした女児Ａちゃん（６歳未満）」の家族が思いをつづっ
た手紙を公表した、その新聞記事と補足資料を通して、命とはどういうものか考えた。
「Ａちゃんがつないだその命」という言葉から、そこに込められた家族の思いや悩みに寄
り添いながら、命について考えたことを、Ａちゃんの家族に向けての手紙のように書いて
みた。

道徳の授業として、８ク
ラス同じ日の同じ時間
に、学級担任が授業を
行った。

139 県央 中３ 道徳
生命尊重
「あの日生まれ
た命」

　2011年３月11日の東日本大震災で、祖母が死亡した日に、生まれた子どもに居場所があ
るという思いを込めて椅子を贈ったプロジェクトの話。インターネットの画像や映像を見
せながら母の気持ちについて考えた。

インターネット上の東日
本大震災の画像や映像を
用いて授業を行った。

140 県央 中１ 道徳
「いのちの大切
さ」

　生きていくうえで、人は出会いと別れを数多く繰り返していく。その中でも、命を失う
ということはやり直しが不可能の最大の別れである。生きているからできること、生きて
いるからやり直せること、仲間と共に助け合って乗り越えていけることを伝え、生徒たち
にいのち大切に思う心を持たせる内容を設定した。

本校職員
１年生（３クラス）で
実施。

141 県央 中１ 道徳

生命の尊さ
「犬猫の殺処分
からいのちの尊
さについて考え
る」

　本授業は内容項目Ｄ－（19）「生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて
理解し、かけがえのない生命を尊重すること」をねらいとしている。
　日本動物愛護協会のペット飼育に関するポスターや，犬猫の殺処分を行う施設の職員の
仕事を追った文章と写真を通して，生命を尊ぶことについて考えさせ，生き物の命を大切
にしていこうとする心情を育てる事を目的とした。電車などの広告に着目し、捨てられた
ペットがどうなってしまうか。ヒトもペットも持つ、いのちの重さについてICT機器を活
用し、深く考えられるように指導した。

中学校道徳１
きみがいちばんひかる
とき
「捨てられた悲しみ」
AC　ジャパン
「一目ぼれ」

142 県央 中３ 道徳
生命の尊さ
「尊厳死につい
て学ぶ」

　本授業は内容項目Ｄ－（19）「生命の尊さについて、その連続性や有限性なども含めて
理解し、かけがえのない生命を尊重すること」をねらいとしている。
　今回は、「尊厳性」に焦点をあてていきたいと考えている。生命の「尊厳性」について
考えることは、正解がなく、時に葛藤を生むことであると考えるが、「自分はどう考える
か」「自分の家族が望んだらどう考えるか」「尊厳死を尊重できるか」などロイロノート
を活用して多面的・多角的に考えることによって、生命を心から尊重する態度を養うこと
につながると考え、この主題を設定した。

中学校道徳３
きみがいちばんひかる
とき
「命の選択」

143 県央 中２ 道徳
平和教育
「語り部による
戦争体験」

　戦争体験者が少なる中、我々は戦争の悲惨さについて知り、その知識をまた後世へと伝
えていく必要がある。その中で、実際の体験者に話をしていただくことはその最も正確で
教科書や資料では伝えることが難しい細かい部分まで知ることができる。事前の学習でこ
のようなことを話し、実際に講演を行ってもらった。食糧事情で会社によっては周りより
多くもらえる等、興味深い話もあり、生徒は多くの衝撃を受けた様子であった。質問も多
く出て、生徒の平和教育に対する深い学びにつながった。

地元の戦争体験者

144 県央 中３ 道徳 生命尊重
　末期がん宣告された男性がいじめのニュースを機に小中学校で講演をする教材を使っ
て、命について考えた。

明日への扉



145 県央 中２ 道徳 生命の尊さ

　題材「そこにいるだけでいい」を扱った。胎内で亡くなった胎児を出産する母親に付き
添った助産師が人が生まれてくることの「すごさ」を実感する内容。この内容を通して、
「生命の尊さとはどのようなものか」について考えた。２年次では初の「生命の尊さ」を
扱った道徳であったが、比較的自分自身の考えを表現することができた。

学研教科書

146 県央 中３ 道徳
「忘れられない
ご馳走」
（命の重さ）

　道徳科教科書の中で「命を輝かせて生きる」項目に含まれた題材である。愛着を持った
家畜を食べるという経験を通して命をいただくことの重さ、生命は他の生命によって生か
されていることを感じ取り、そのことに感謝するという題材である。

147 県央 中３ 道徳 支えあう命

　余命１年半の宣告を受けた渡部成俊さんの生き方を通して、生命の尊さについて考え
た。渡部さんが若い人たちに命の大切さを訴える講演を行う中で、どのような思いで「そ
んな軽い命なら私に下さい」と言ったのかを考えることで、互いに支えあって生きている
ことや精いっぱい生きることの大切さなどへの思いを深めることができた。

148 県央 中１ 道徳 あふれる愛

　命の誕生について触れた。
　生まれてきた命に、両親のどのような願いが込められているのか。という観点で命の尊
さについて考えた。
　事後の振り返りでは「自分が生まれたことについて考えたことはなかった」など、命に
ついて考えを深めた生徒が多かった。

学年職員による道徳の
授業による

149 県央 中１ 道徳
生きるというこ
とについて

　担当した教員のこれまでの人生をクイズなどを交えて紹介した。大病や義足など、生徒
から見れば辛く苦しいと感じる出来事が多い。そんな中、野球と出会い、それらの境遇を
意に介さず共に練習に励む素晴らしい仲間と出会い、充実した人生を歩んできたことを時
には笑いを交え伝えていく。最後には、人生において、その教員が大事だと思うこと（得
意なことを見つける・仲間を見つける・明るく前を向いて生きていく・・など）の考え方
をわかりやすく伝えている。目の前にいる教員が、様々な困難を乗り越えて、前向きに生
きている。その事実は、生徒の人生に大きな力を与えるものであった。

150 県央 中２ 道徳 「生命尊重」

　思春期の男子と女子の体の特徴や、いのちの誕生から出産までのしくみとその神秘性に
ついて自身の経験を交えてわかりやすく話し、一人ひとりが尊重されるべきかけがえのな
い存在であることを、生徒たちに伝えてくれた。
生徒の感想から、生んでくれた親への感謝や、いのちの誕生に立ち会う助産師の仕事のす
ばらしさなどを知る機会になったようである。

講師は神奈川県助産師
会所属の助産師



151 県央 中２ 道徳
生命の尊さ
作文「体験ナー
スをとおして」

　生命の尊さについて考える機会を持つ。産婦人科での体験ナースや、母から自分の出産
について話を聞いた中学生の作文を読む。授業では、生徒が、誕生したばかりの生命を感
じた体験や、人間の出産への期待や不安について友達と感想を交流した。そのなかで、親
への感謝や、いつか親になり家族の命を育む立場に立つときに思いをはせ、不安や期待、
覚悟など、多様な感想や意識を交流することができ、生命の尊さについて考える機会を持
てた。

中学道徳
『あすを生きる　２』
日本文教出版
P102～105
「体験ナースをとおし
て」
板倉加奈『葛飾区少年の
主張大会記録文集』より

152 県央 中２ 道徳

懸命に生きる
「命を見つめ
てー猿渡瞳さん
の六百四十六
日ー」

　物語の主人公は小６でがんを患い、闘病生活を頑張り最期（中２）まで精一杯生きた。
授業の最初で小６の頃何をしていたか聞いた。話をすべて読み終ると感受性の高い子は悲
しそうにしていた。彼女が頑張れた理由を聞くと、「主人公の病気に負けない強い思い」
や、「家族や入院先であった人を思う気持ち」、「がんを治す薬をつくるという夢」など
があがった。自分たちと同じ年齢の子の話だったのでより自分のことのように感じ、命の
尊さや生きることについて考えていた。

動画を見せることで、
具体的なイメージがも
てた。（参考資料）猿
渡瞳さんの弁論大会

153 県央 中３ 道徳
生命の尊さ
｢エリカ～奇跡の
いのち～｣

　第二次世界大戦中、ドイツの勢力下で多くのユダヤ人の命が奪われた。死に向かう汽車
の中で、母親は赤ちゃんを助けるために、外にほうりなげた。子どもをほうりなげるとい
うことに対して、最初は驚く生徒も多かった。しかし、歴史的背景を知り、その悲惨さに
衝撃を受けるとともに、自分だったらどうするだろうと真剣に考えていた。「このような
ことが起こらない世界になったらいい」、「収容所での出来事を忘れてはいけない」と感
想を書いていて、命の重みについて改めて考えていた。

当時の歴史的背景に関
するスライドを見せる
こで、戦争の悲惨さを
理解することができ
た。

154 県央 中２ 道徳 命のはなし
　助産師さんを講師に招き、生命誕生の仕組みや生命の尊さについてのお話を聞く。赤
ちゃん人形を抱っこしたり、妊婦ジャケットを着用することで実感することができた。

講師：SUNFLOWER助産院
院長　助産師

155 県央 中１ 道徳
命の大切さと生
命の誕生につい
て

　市保健師の講話と、様々な体験活動(胎動体感システム体験、胎児の成長モデルに触れ
て見学、妊婦体験、赤ちゃん人形を使った新生児のオムツ替え体験、抱っこ体験)を通し
て、妊娠中の母親の体の変化や胎児と新生児の成長の経過について学んだ。実際に体験す
ることで妊娠中から出産後の親の大変さや新生児の重さを感じることができた。また、10
代の妊娠出産についても触れ「親になる覚悟」についても考える様子が見られた。自分も
周りの人も親に大切にされて育ってきたということに気付き、親に感謝する気持ちを持
ち、命の重さを改めて感じたという感想が多かった。

【講師】
綾瀬市健康こども部
健康づくり推進課　保
健師３名
【教材】
胎動体感システム、胎
児の成長過程モデル、
赤ちゃん人形等



156 県央 中１ 道徳
命の大切さと家
族について

　生徒たちは授業の初めに各自で自分の誕生にまつわることで知っていることを思い出し
てから、映画「ドラえもん　ぼくの生まれた日」を鑑賞した。作品中の、『親に怒られて
家出しようとした時』の主人公の気持ちや、『自分が生まれた日の様子を見て自分が親に
大切にされていることに気づいた時』の主人公の心の動きを追った。その後、こういった
主人公の体験と生徒自身の日常を重ねて考えた。生徒たちは思春期に入って親に反抗的な
気持ちを持つこともある年代であるが、映画鑑賞を通して家族の大切さや親への感謝の気
持ち、命の大切さを再認識した様子が見られた。

【資料名】
映画「ドラえもん　ぼ
くの生まれた日」

157 県央 中２ 道徳
生命の尊さ
「支え合う生
命」

　中学生はいのちは大切であることは知っている。引退犬ボランティアで犬の命の一生を
通して、犬と関わる人たちの相互の視点に立ち、命のもつ力（出会いやつながり、支え
合っていること、永遠ではない）について気づき、命の尊さについて考えさせたいという
ねらいから授業実践をした。内容項目は、Ⅾ－(19)（生命の尊さ）で引退犬ボランティア
を通して、命についての考え方や引退犬との向き合い方の気持ちの変化に注目し、命は互
いに支え合っていることに気づかせることができた。生徒同士が考えを共有したり、心を
揺さぶる発問をしたりすることで、生徒は命の尊さについて考えを深めることができた。

（参考資料）
日本文教出版
　あすを生きる２
「最後のパートナー」　
　

158 県央 中複合 道徳

国際理解、国際
貢献
「支え合う生
命」

　国際交流が進む現代、「世界に目を向け、自分にできることを考え、行動することが国
際理解、国際貢献につながることである」ということに気づかせるというねらいから授業
実践をした。内容項目はⅭ－(18)（国際理解、国際貢献）で、中心人物となる杉原さんが
ユダヤ人、自分の家族、国との関係等に葛藤し、トランジットピザを発行するまでの気持
ちの揺れ動きについて考えさせた。授業展開では、生徒の考えや発言をつなぎ、また心を
揺さぶる発問で生徒の心に揺さぶりをかけることで、生徒はより多面的・多角的に考える
ことができた。３学年では、タブレットを活用し、周りの人の考えも共有しながら、授業
展開をすることができた。

講師：神戸医療福祉大
学准教授
（参考資料）
日本文教出版
あすを生きる３
「命のトランジッドビ
ザ」
全学年で実施

159 県央 中２ 道徳
体験ナースを通
して

　体験ナースの経験から、生きることへの喜びや命の尊さを知る生徒作文が教材である。
生徒たちの感想では、「命はやっぱりとても大事だと思った。」「今元気で生きていられ
るのは、周りの人のおかげだ思った。」「一生懸命育ててくれて本当に感謝したい。」な
ど書かれており、今ある自分の命の尊さを考えることができた。

あすを生きる　２
ワークシート



160 県央 中複合 道徳

命の教育
～さまざまな角
度から見つめる
命～

　コロナ禍において、自殺者数が増加していることが報道されている。本校では、一人一
人の命を大切にしてほしいという思いから、道徳の時間において命に関する学習を「ユ
ニット学習」として行った。１時間目は小児医療に関する動画、２時間目は外国で苦しい
環境化でもたくましく生活する子どもたちの様子をまとめた動画、３時間目はドナーに関
する動画を視聴した。毎時間、動画を視聴するだけでなく、小グループでの話し合い活動
や「ラビカード」(ラビはフランス語で「命」)に命に対する自分の考えを記入して、命に
対する自らの考えを深めた。命に関するさまざまな動画を活用したことで、自らの命を多
面的に見つめている姿が見られた。ラビカードを回収したあと、学級担任が学級通信など
でそれぞれの考えを紹介し、仲間の考えを共有しあった。

・「情熱大陸　福岡県立筑
水高等学校の取り組み」
（毎日放送）
・「小さないのちと家族の
時間」（テレビ神奈川）
・「13歳アイシャの１日～
水を得るために～」（ユニ
セフ）
・「つながるいのち」（日
本臓器移植ネットワーク）
学校全体

161 県央 中１ 道徳 「大切な命」
　いのちはどこからやってくるのか、産まれるとはどういうことか、助産師とは、今のみ
んなの成長過程、という内容で、写真や動画を交えて身体的・精神的変化を知る他、命の
大切さや生命誕生の奇跡についてを学んだ。

講師：助産師

162 県央 中複合 道徳
人権教育
～コロナ陽性者
差別について～

　人命に関わる新型コロナウイルス感染拡大。命をも左右するコロナ禍で、陽性者に対す
る差別意識が全国に見られる今、各学級で差別意識を持たない道徳授業を行った。

日本赤十字社「新型コロナ
ウイルス３つの顔」を題材
にし、ChromeBookを活用し
た授業を行った。学校全体

163 県央 中３ 道徳
「お金でなく、
人のご縁ででっ
かく生きろ！」

　「お金でなく、人のご縁ででっかく生きろ」出会いを活かせば道は開ける。東京での行
商時代に師匠から学んだ話しや、独立してからいろんな方とのご縁で学び現在に至る話。
お金を稼ぐ人生よりも、人と人とのご縁をつなぎながら生きる『人持ち人生』のほうが数
倍面白いという本人の経験談から、人が命を与えられ、その人と人との繋がりで生きる喜
びを感じることができる『生きる力』について学んだ。

講師
有限会社クロフネカン
パニー代表取締役社長

164 県央 中複合 道徳
いじめ暴力防止
キャンペーン

　生徒会の生徒を中心に、いじめや暴力についての作文を朗読した。全校でいじめの非情
さへの理解を深め、体や言葉の暴力について考えた。さらに、友達と接する中で、うれし
かったことや安心できたことについて振り返り、お花型のカードに記入し、「笑顔の木」
にみんなで貼った。授業の中で、一人ひとり気持ちを表明し、共有していた。また、お互
いの命を尊重し、いじめや暴力を許さないという決意を新たにした。

・全学年対象

165 県央 中複合 道徳 いのちの授業

　東京大学相談支援研究開発センターの講師からは、「助けを求めること、ＳＯＳを出す
ことも必要である」とビデオメッセージを頂き、自殺対策支援センターライフリンクの講
師からは、ご自身の経験を基に辛い時しんどい時の対処方法や友達が辛そうな時の対応な
ど、悩みや不安を抱える中学生に具体的にできることをお話頂いた。また、後日授業を受
けて「いのちの作文」を書くことにより、感じたことや思ったことを一人ひとりが振り返
り、自分を大切にすること、他者を大切にすること、お互いを大切にすることを再認識し
た。

・講師
非営利活動法人自殺対策
支援センターライフリン
ク代表
東京大学相談支援研究開
発センター特任助教
・全学年対象



166 県央 中複合 道徳 福祉

　福祉体験学習として、視覚障害について、村社会福祉協議会の方を講師に招いて行っ
た。アイマスクをして折り紙やペットボトルを扱ったり、手探りで移動をしたりする体験
を通し、「大変ではあるけれど割と何とかできるものなのだ」ということを確認した。そ
の視点をもって障がい者の方と共に生きるということを考えた。介助体験やユニバーサル
デザイングッズについても学び、助け合ってよりよく生きていこうという気持ちを育ん
だ。

・講師
清川村社会福祉協議会
・全学年対象

167 中 中１ 道徳
「親友」
B-(8)
友情、信頼

　題材は「性同一性障害」と思われる女子生徒について、主人公が理解を示すものの、周
囲の仲間からの偏見に対して葛藤するという内容である。「人権教育」の側面が強い題材
ではあるが、性に関する悩みから命を絶つ人、長年苦しみ続ける人が多くいる、という現
実にも目を向けさせた。

指導は各学級担任が
行った。題材は「中学
道徳１」（光村図書）
のものを活用した。

168 中 中２ 道徳 生命の尊さ

　出産を撮ることをライフワークとしている女性の話を読み、生命の尊さについて考え
た。作者は妊婦が痛みに必死に耐える姿を見て「私も生きよう」と感じ、阪神・淡路大震
災の際には「人はある日突然死ぬこともある」と感じる。教科書の話を読むだけではな
く、映像教材を使用して視覚にも訴え、「生きている」ことの不思議さや、命がただ一つ
の、限りあるものであること、人間（生き物）すべてがそうであることを感じ取らせ、命
の尊さに目を向けさせた。

教科書、映像教材

169 中 中１ 道徳 生命の尊さ

　各学年で命を取り扱う教材があり、１年生では「捨てられた悲しみ」という題材で殺処
分を行うことの是非を問う教材で授業を行った。作者が「飼わないことも愛情です。」と
いう言葉を発している本当の意味を問う実践であった。多くの生徒が身近な小さな命につ
いて真剣に考え、社会の中で命が軽く扱われている事実を知り、自分のこれからの行動を
考える良い題材となった。

１年生道徳教材
「捨てられた悲しみ」

170 中 中２ 道徳 生命の尊さ

　２学年では、脳死となった女児の臓器提供を決めた両親の心情を綴った手紙を題材に授
業を行った。臓器移植について学び、「脳死」は死んでいるのか・生きているのかという
導入から「いのちとは何か」を考えさせ、いのちには人それぞれの捉え方があると気づく
ことができた。また、その『「いのち」を大切にするとはどういうことなのか』を主発問
とし、自分にとって・他者にとっていのちはなぜ大切なのか、どうすれば大切にできるの
か、そしてそれも人それぞれの考えや捉え方があることを知り、深めることができた。

2年生道徳教材
「つながる命」

171 中 中１ 道徳 自然愛護

　知床を訪れた観光客が「ソーセージ」をヒグマに与えたことからヒグマの行動が異常に
なり、街中に侵出するようになった。そのため、銃殺処分を下すことになった。ここで、
「誰がヒグマを殺したのか」を問い、その賛否等について議論するという内容とした。人
間の都合による自然動物の命を軽視する視点や人間の生活の安全の確保によりやむを得な
いといった視点等で議論され、「自然との共存」や「自然との距離感」といった、お互い
の幸せのための議論が展開され、生命尊重を考える機会となった。

光村図書　題材「ソー
セージの最後」
ヒグマの殺処分に関す
るドキュメンタリー映
像



172 中 中２ 道徳
よりよく生きる
喜び

　歌詞を題材とした教材で自分を見つめ、人として生きていくことの意義や人間の弱さや
醜さを自己に当てはめてよりよく生きようとする心情を育てることを目標としている。歌
詞に出てくる「自分」と生徒自身を照らし合わせるような発問をし、自分を見つめて現在
の自分を認めつつどのように行動改善をしていけばよいかを考えさせた。

光村図書　題材「あと
一歩だけ、前に」

173 中 中３ 道徳
「あの日生まれ
た命」

　東日本大震災の日に生まれた人に椅子を送った人がいた。送られた人の家では、おばあ
さんが亡くなった日でもあったので、喜べないでいたのですが、お母さんは、椅子をも
らったことをきっかけに生まれて来てくれたことを素直に喜べるようになった。生徒たち
は、多くの命が失われたことは印象に残っていたが、そんな日でも命が生まれたことに気
づき、改めて命の大切さを感じていた。

中学道徳

174 中 中２ 道徳
「生きている」
ことの尊さにつ
いて考えよう

　中学校２年生の道徳教材で、詩「いのちの音」と、出産を撮影するフォトグラファーの
文章や写真を通して、「生きている」ことの尊さについて考えさせ、生命を尊重しようと
する心情を育てた。詩や文章に加え、日々の生活で「生きている」と感じる時を振り返
り、生徒自身の誕生時の話などを通し、生命の尊さについて考えた。「生きている」こと
の尊さとは何か、という問いに、生徒からは「１つしかない大切なもの」「１日１日を一
生懸命に生きている姿」「日々の喜びや悲しみの感情」などの答えがあり、本時の感想で
は、「自分の生きていることの大切さを見直す機会となった」「一生懸命生きようと思っ
た」などと記していた。

光村図書中学道徳２
「命が生まれるそのと
きに」編集委員会

175 中 中１ 道徳

生命の尊さ
「身近な生き物
の命について、
考えよう」

　「いのちの教室」から生まれた「ハルの日」という絵本を教材とし、捨てられた犬ハル
の感情にふれ、小さな生き物にも喜びや悲しみ、寂しさといった豊かな感情があること、
ペットであっても大切な家族で尊い命であること、人間の身勝手な行動によって多くの尊
い命が失われていることに気づかせ「命」について深く考える授業を行った。本時の振り
返りからも、多くの生徒が「生き物には必ず命があり、それは一つしかない尊いものであ
ることに気づいた」という記述をしていて、自分だけでなく、自分の周囲にある命の大切
さを改めて感じていた。

復刊ドットコム
「ハルの日」

176 中 中１ 道徳
生命の尊さ
「捨てられた悲
しみ」

　捨てられたり迷子になったりして保健所に保護された犬猫が年間どのくらいの数に上る
か、その後の犬猫の処遇について知り、身近な生き物の命について考えた。
ペットを飼っている生徒やペットを飼いたいと思っている生徒が多く、犬猫への愛着を感
じている生徒が多かった。飼いきれずに処分されてしまう犬猫の数が多いことに驚き、憤
りを覚える生徒、生き物の命を預かることの責任について考えた生徒、大切に思うからこ
そ、飼わない選択が必要だと考える生徒など、命について考える姿が見られた。

教材
・光村図書
　中学道徳①



177 中 中２ 道徳
生命の尊さ
「アンネのバ
ラ｝

　第二次世大戦中、ナチスドイツによってヴェステルボルク通過収容所には１０万７００
０人が移送され、１０万２０００人が命を落とした。その中には「アンネの日記」の著者
であるアンネ・フランクもおり、生き残った彼女の父親は娘の名を冠したバラの苗を日本
の高井戸中学校に送ってくれた。
　つい数十年前の戦争によって多くの命が理不尽に奪われたことに生徒は驚きを隠せない
でいたが、その悲劇を忘れずにバラを栽培する中学生たちの話を真剣に聞いていた。「犠
牲者の数は決して数字ではなく、ひとつひとつがかけがえのない命だった。」と振り返る
生徒もいた。

教材には、
・光村図書
　中学道徳②
・【「遅すぎることはな
かった～オランダ・７５
年後の補償～」ＪＮＮド
キュメンタリー　ザ・
フォーカス】

178 中 中複合 道徳 生命の尊さ

　各学年で命に関する道徳を行った。
　３年生では、「あの日　生まれた命」を取り上げた。
東日本大震災の中、わが子の誕生と、祖母の死を同日に体験した母親の元に１脚の椅子が
送られてきた実話が教材である。多くの人が家族を亡くしたり、避難生活を送っている
中、素直に子どもの誕生の喜びを表現してよいのか？という母親の戸惑いに共感する生徒
が多かった。「希望の君の椅子」が送られてきたことに対し、遠く離れた人たちが真奈
ちゃんの誕生を祝福してくれているという想いを感じ取る姿も見られた。全体を通し、
「今を大切に生きる」ことを考えるよい機会となった。
　１年生では、東日本大震災で家族を失った自衛官が、阪神・淡路大震災のあと復興のシ
ンボルとなった「はるかのひまわり」を育てていることや、震災のつらい体験を「語り
部」として伝えていることを知り、あらためて命の尊さや幸せについて深く考えることが
できた。竹内まりやの曲も効果的だった。

中学道徳３・１　
きみがいちばん
ひかるとき

179 中 中２ 道徳 命の尊さ

　東海地方の病院で脳死と判定され、臓器移植をした６歳未満の女児の家族が公表した娘
への手紙を読み、突然家族を失う悲しみと臓器移植という手段で困っている他人を助ける
ことによってつながっていく生命についてじっくり考えることができた。また，臓器移植
に対する様々な考え方を知り、生徒一人ひとりが自分のこととして考えるきっかけとする
ことができた。

中学道徳２　
きみがいちばん
ひかるとき

180 中 中複合 道徳 人権メッセージ

　平塚市では、１２月の人権週間において、集中的に啓発活動が行われている。その中
で、「人権メッセージ」作品を募集している。そこで、本校でも人権教育の一環として、
道徳教育と連携して作品作成に取り組んだ。
　生徒は、スライドを使って人権について学習した後、作品の作成に取り組んだ。完成し
たすべての作品を階段や廊下に掲示し、いじめや差別、命の大切さ等について深く考える
とともに、いじめ防止の啓発活動へとつなげた。

全学年対象
「人権とは」「どんな人権
問題があるか」等について
のスライドを見たり、クラ
スで意見を出し合ったりす
るなどして、人権について
の理解を深めた。



181 中 中１ 道徳 生命の尊さ

　新型コロナウイルス感染症が流行する前と比べて、現在の学校生活がどのように変わっ
たのかを聞いた。多くの生徒がマスクの着用やアルコール消毒、毎日の検温などを挙げて
おり、不安と窮屈さを感じながら生活している様子がみられた。駄菓子屋を経営している
方が、コロナ禍において営業していいのかを悩んでいる内容の動画を視聴した。感染すれ
ば重症化したり後遺症が残ったり、死に至ることもあることをしっかりとおさえたうえ
で、店を開けるにはどのようにすれば良いのかを考えるとともに、自分たちのこれまでの
生活において感染症予防策はどうであったかを振り返り、より安全かつ健康的に生活する
ための具体的な行動を考えた。

＜動画＞
NHK for School
SEEDなやみのタネ
「お店、あけてもいい
かな？」

182 中 中複合 道徳
「つながる命」
(臓器移植)

　臓器移植について理解を深め、自分のこととして考えさせることで「いのち」について
深く考えさせる。
　初めに臓器移植について確認した後、「自分や家族の臓器を他人にあげてもいいか」と
問う。
　その後、視聴覚教材や教科書・新聞記事でレシピエントやドナー及びその家族の思いや
葛藤などを知り、再度初めの質問をもう一度投げかける。それぞれの生徒の答えをグルー
プ学習等で共有し、自分の考えについて改めて考えさせた。

「つながる命」
(日本臓器移植ネット
ワークのアニメ）

183 中 中複合 道徳

「ハゲワシと少
女」
～１枚の写真か
ら生命の尊さや
国際平和を考え
る～

　少し古い写真ではあるが、現在も同じような状況の中で飢餓に苦しむ人たちがたくさん
いることを確認する。ピューリッツァー賞を受賞した写真だが、賛否両論があり、カメラ
マンは自死してしまったことを伝える。
　その上で、この写真を撮ったことに自分は賛成か反対かを理由と共に考えさせ、スカイ
メニューのポジショニングを使って他の生徒の考えを確認した。
　次にグループ討議等で意見交換をし、再度自分は賛成か反対かを考えさせてポジショニ
ングをし、考えを深めさせた。

「ハゲワシと少女」
（1994年　朝日新聞）

184 中 中１ 道徳 生命の尊さ
　道徳教科書にある「ひまわり」の題材で、東日本大震災により、家族を失い、その後、
震災の語り部をやっている「佐々木さん」の話を読んだ。

道徳教科書
「ひまわり」

185 中 中２ 道徳 生命の尊さ
　自分の子供が生まれる瞬間のことを、お母さんが詩に表現し、それを通じて命の尊さを
伝える。生きてることは当たり前のことではなく、とてもかけがえのないことであること
を学ぶ。

中学道徳２「きみがい
ちばんひかるとき・命
が生まれるその前に」

186 中 中１ 道徳
家族愛、
家庭生活の充実

　単心室症という心臓病の生徒が主人公の教材である。14歳の主人公が手術前に母親に宛
てて書いた手紙を通して、家族の在り方について考えさせ、家族への愛情を持ち、家庭生
活を充実させていこうとする心情を育んだ。主人公の、生まれてから１日も欠かさず支え
てもらったことに対する感謝の気持ちに触れたことで、生徒は自分事として捉えることが
できた。また一人ひとりが誰かにとってかけがえのない家族であるという視点を持たせる
ことで、自分だけでなく他人の命を大切に思う気持ちも育むことができた。

中学道徳
「きみがいちばんひか
るとき」１年　
『365×14回分の「あり
がとう」』
より



187 中 中２ 道徳
公正・公平
社会正義

　教材を通して「いじり」と「いじめ」についての具体的な場面や、いじられている子や
いじっている子の気持ちをそれぞれ考えた。自分の何気ない言動が誰かの心を傷つけてな
いかを振り返り、心を大切にすることはその命を大切にすることにつながると気付いた生
徒も多くいた。また実際「いじめ」によって自ら命を絶つ同世代がいる世の中の現状にも
目を向け、改めていじめはよくないという思いを強めたり、いじめをなくすための実践意
欲を育んだりすることができた。

中学道徳
「きみがいちばんひか
るとき」２年　
『明日、みんなで着よ
う』深めたいむ
より

188 中 中複合 道徳 自尊心を高める

〇「自尊心」というテーマで展開し、「自分を受け入れる」大切さについて気づかせ、自
信を持って生きていく姿勢につなげた。
①生徒同士の「良いところ」を付箋に書いて生徒各自の用紙に貼付した。
②自分以外の生徒に挙げてもらった「自分の良いところ」を参考に、自分自身の良いところを３
つに絞り、まとめた。
③自分自身の「良いところ」「意外なところ」に触れながら、これまでの自分とこれからの自分
を考えた。
④指名はランダムに発言させるのではなく、意図的な指名をした。同じ生徒に繰り返し発言さ
せ、意思の深まりや変容を促した。お互いの意見の違いから話し合いに発展させ、揺さぶりかけ
ながら授業を進めた。
⑤授業の最後に自己評価（授業に対する態度など）、ねらいについてどう考えているのかをワー
クシートに記述した。
⑥一人の授業者と生徒を観察する教師に分かれ、生徒一人ひとりの変容を見取った。中学部は授
業者をローテーションにて全員で行った。
※生徒の見取り
○自らの経験と照らし合わせながら登場人物の行動についてワークシートに記述していた。
○主人公の心の葛藤を理解しながらも性別にとらわれずに真の友情や信頼を築くことの大切さを
発言していた。
○道徳の授業を通じて友達の意見を真剣に聴き、自分にはない考え方や感じ方に触れ、自分の考
えを深めていた。

・１～３年の複合式
　で行った。
・常時複数の教員を
　配置した。

189 中 中３ 道徳
自然愛護
共存

　自然に生息する動物の「命」をテーマにすることで、自然と人間、自己との関わりにつ
いて考えを深めた。命に関する答えのない問題に対して「自分ならどうするか」を考え、
意見をまとめた。自他の生命や自然を尊び、共存の在り方を積極的に考えること、自分に
できることを確認した。

教材
・道徳教科書
・ワークシート



190 中 中３ 道徳
「ハゲワシと少
女」（生命の尊
さを考える）

  まず、世界の国と日本を比べたとき、日本がどのような国であるかを考えさせ、意見を
共有した。その後、教科書を確認し、写真を見た率直な感想を記述させた。ここで、事実
を確認した。スーダンという国の現状を知り、日本の感覚で物事を捉えきれないことを分
からせる。次に実際の写真を撮られた背景を考えることにした。それとともに「自分が当
事者だとしたら」という問いを投げかけ、どのような行動をするか、それについての賛否
の意見を自ら考えさせ、電子版ホワイトボードを使用し、一枚のスライドにまとめさせ
た。このまとめ学習の際には、調べ学習も兼ねており、広い視点で物事を考えさせること
にポイントを向けた。
　今回の題材では、撮影者に非難が集まり自死をしている結果となった。目には見えない
現実と、実際の背景を知る事で、「命の重さ、尊さ」について生徒自身に責任感や、考え
の変容がみられた。現代ではSNSによる誹謗中傷などの課題もあり、自分の身近な話題と
も重ね合わせることで、より自分事として捉えることができたとする生徒もいた。

・教科書「ハゲワシと
少女」
・インターネット「国
際協力NGOワールド・ビ
ジョン・ジャパン」3分
でわかるスーダン

191 中 中３ 道徳

「いのちの花プ
ロジェクト」
（生命の尊さを
考える）

　まず、隣同士でペットについて自由に意見を共有する時間をとり、ペットを飼っている
か、飼うとしたらどの動物がいいか、など話し合ってもらった。その次に、ペットを飼う
前・後に考えること、大切にすることを考えさせ、本時の題材である「動物の殺処分」に
ついて、より一層自らの立場で意見を持てるように行った。このとき、スライドで担任の
愛犬の写真を写しだし、ペットについて語ることで飼っていない生徒も「自分ならどうす
るか」という考えに入り込みやすいように工夫を凝らした。
　本題材では、生命の尊さの中でもすべての生命が平等であることに焦点があてられた。
人間では火葬された後に、お墓などに納骨されるのが、同じ動物なのにイヌなどのペット
は火葬されたあとに「ゴミ」として廃棄されてしまう現実を知り、「生命の平等」を意識
し、生命の平等さが崩れてしまっていることについて生徒自身に責任感や、考えの変容が
みられた。そのような現状を改善するために自分に何ができるか、協力できるプロジェク
トはないか、1人1台の端末を用いてインターネットで調べ学習をする生徒の姿も見られ
た。

・教科書「いのちの花
プロジェクト」

192 中 中２ 道徳
相互理解・寛容
「人との上手な
つき合い方」

　中学生は友人関係で日々頭を悩ませている。特に、中学２年生はその傾向が強い。時に
は友人関係のもつれから、自分を傷つける行動に出てしまうこともある。そこで、人と上
手につき合う方法について、道徳の副読本を使い、いろいろなパターンでの具体例につい
て考えた。まず、個人で考え、それをもとにして、クラス内で意見を交換し合った。「他
人に対して自分と合うところを探してつき合う」、「一定の距離を保ってつき合う」など
のｌ意見が出た。

・道徳の副読本
「まるごと好きで
す。」
・エンカウンターで、
お互いの意見を伝え
合った。

193 中 中２ 道徳

節度・節制
「安全で節度あ
る生活-SNSの使
い方について-」

　インターネットの匿名性を悪用した他人への誹謗中傷、個人情報の無断掲載、人権やプ
ライバシーの侵害につながる行為は後を絶たず、ネットいじめや子どもをターゲットにし
た犯罪が、子どもの命を脅かす大きな社会問題になっている。そこで、動画とワークシー
トを使用し、インターネットに関する知識やSNSを利用する上で気をつけることについ
て、班で話し合い発表した。「不用意に人を傷つけない」、「個人情報を出さない」など
の意見が出た。

・人権啓発ビデオ(法務
省)「インターネットと人
権～加害者にも被害者に
もならないために～」
・Jamboardによる班での
話し合い活動



194 中 中１ 道徳 限りある命

　題材は「よく生きること、よく死ぬこと」を取り上げ、ひとはなぜ生まれてくるので
しょうか？という事前課題に対して、様々な意見があり、導入部分では皆の意見を紹介す
ることで本事業への意識が高まった。今回の授業を通して、普段あまり意識しない「生と
死」について、深く考える時間となった。

195 中 中３ 道徳 生命の尊さ

　題材は「ハゲワシと少女」を取り上げ、1枚の写真から少女の命や撮影者の命、そして
自分の命など１つ１つの命の重さや尊さについて考えた。１枚の写真をみんなで見なが
ら、様々な視点から想像し意見を交換した。今回の授業を通して、今までの自分の考え方
を見つめなおし、今後どう生きていきたいかへ繋げた。

196 中 中１ 道徳
生命の尊さ・す
べての生命への
祝福

　「あなたが生まれた日」について考える導入として、生徒が生まれた年に起こった出来
事を自由に出させ、大きな出来事や流行したものなど社会の状況を伝えた。自分たちが生
まれた年の出来事を知らない生徒が多かった。その後、教科書の「あなたが　うまれた　
ひ」を読み、自分が生まれた日のことについて考えた。生まれた時間や何グラムで生まれ
た、家族の様子などを親から聞いて知っている生徒も多くいた。最後に、新しい命への言
葉がけを考えた。

教科書「とびだそう未
来へ　中学道徳①」

197 中 中１ 道徳
生命の尊さ・生
命の重さ

　生き物と自分の関わりを考える導入として、教科書の載っているなかから必要な動動物
とその理由、また選ばれなかった動物について班で意見を出し合った。食べ物、ペット、
食物連鎖など様々な意見がでた。その後、教科書の「いのちを考える」を読み、「なぜ殺
してはいけないのか」を考えた。教科書に書いてあること以外にも、自分なりの考えを書
いている生徒が多くいた。

教科書「とびだそう未
来へ　中学道徳①」

198 中 中２ 道徳 命の大切さ

　紛争地で医師として働く貫戸さんの元に、助かる見込みのない５歳の男の子が運ばれて
きた。その子のために残り一本しかない酸素ボンベを使うか、次に来る患者のために取っ
ておくべきか。結果的に切るという決断をした貫戸さんだが、今でもその判断が正しかっ
たのか自分に問い続けている。自分が貫戸さんだったら、その場にいた看護師だったら、
男の子の親だったら、と様々な立場の人の気持ちを考えることで、天秤にかけることので
きない一人一人の命の大切さについて考えた。

「国境なき医師団・貫
戸朋子」（教育出版：
とびだそう未来へ２）

199 中 中２ 道徳
生命の尊さ・精
いっぱい生きる

　少年の生きる姿を見て周りの人がどう思ったかを考えることを通して、生きることの意
義に気づき、精いっぱい生きていこうとする心情を育てる。

中学道徳　とびだそう未
来へ　2年　
６たったひとつのたから
もの

200 中 中３ 道徳
生命の尊さ・か
けがえのない生
命の尊重

　意思表示カードに記された姉の思いと、家族の思いを通して、声明をどのように大切に
するかを考え、かけがえのない生命を尊重しようとする心情を育てる。

中学道徳　とびだそう未
来へ　3年
22　家族の思いと意思表
示カード



201 中 中２ 道徳
いのちの授業
（動物の命）

　映像作品「みんな生きている。捨てられる命」（NHKティーチャーズライブラリー）を
視聴するとともに、担任によるいのちの授業を通して感じ、考えたたことを神奈川県「い
のちの授業」作文にまとめ、県に提出した。
　以下、映像作品紹介文より。
　秋田県動物管理センターでは、捨てられたり、保健所に持ち込まれたりした犬や猫の処
分をしている。この1年で、2000匹のペットの命が絶たれた。センターの職員は、動物の
命を少しでも助けようとしているが、救うことができるのはわずかである。人間の都合で
翻弄されるペットの姿から、生き物を飼う責任について考える。

・中学２年にて実施。
・NHK映像作品「みんな
生きている。捨てられ
る命。」

202 中 中複合 道徳
いのちの授業
（日常の大切
さ）

　NHKスペシャル「ふり向かずに 前へ 池江璃花子 19歳」を視聴するとともに、担任によ
るいのちの授業を通して感じ、考えたたことを神奈川県「いのちの授業」作文にまとめ、
県に提出した。
　以下、映像作品紹介文より。
　“東京五輪最大のヒロイン”と期待を集めながら、白血病で夢断たれた、競泳の池江璃
花子さん（１９歳）。その再起への舞台裏を記録。初めて明かす過酷な闘病。練習を再開
するも体力も筋力も全て失った厳しい現実。それでも持ち前の明るさで後ろを振り向か
ず、一歩ずつ前に進んでいく。「当たり前の日常は当たり前じゃない」。新型コロナウイ
ルスの感染拡大で突然日常を奪われた人々に自分を重ね、４０６日ぶりにプールへと還っ
た。

・中学１，３年にて実
施。
・NHKスペシャル「ふり
向かずに 前へ 池江璃
花子 19歳」

203 中 中複合 道徳

中１「『ひこうき
雲』を聞いて」
中２「妹に」
中３「生まれてき
てくれて、ありが
とう」

　本校では、毎年「いのちの授業大賞作文コンクール」に全校生徒が取り組んでいる。本
年度は、１年生は「『ひこうき雲』を聞いて」、２年生は「妹に」そして３年生は「生ま
れてきてくれて、ありがとう」という教材のもとで担任が音楽を流したり、画像を用意し
たり、ICTを利用したりなど工夫をこらした授業を行った。生徒の作文には、いのちの大
切さを切実に訴える感想が多く見られた。

204 中 中１ 道徳

いのちの授業①
｢生命の誕生と個
性について｣
いのちの授業②
｢かないくん｣

　いのちの授業①では、『生命誕生ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ版』を視聴し、生命誕生の神秘を知り、自分
と周りの人との違いや｢人を大切にする｣ってどういうことだろうかにういて考えた。
　いのちの授業②では、谷川俊太郎作のえほん｢かないくん｣から｢死｣について考えた。

授業者は学級担任
各学級での指導
教科書 
東京書籍｢新しい道徳｣
56ﾍﾟｰｼﾞから65ﾍﾟｰｼﾞ
谷川俊太郎作｢かないく
ん｣

205 中 中１ 道徳
いのちの授業③
｢決断!骨髄ﾊﾞﾝｸ
移植第一号｣

　いのちの授業③では、｢骨髄を提供してください｣と言われたらできるか･できないかか
ら意見交換を交えながら考えを深めた。
　｢今生きていられることに感謝する｣｢たくさんのことを経験したい｣｢相手を思って行動
する｣｢自分を大切にする｣｢お互いを尊重する｣など生命の尊さについて、それぞれ自らの
考えを深めた様子がうかがえた。

授業者は学級担任
各学級での指導



206 中 中３ 道徳 いのちを考える

　教科書の読み物教材を用いて指導を行った。
　導入で生徒に自分の出生に関する話を聞いたことがあるかの質問に対し、多くの生徒が
聞いたことがあると答えた。物語を通して、人は生まれるまえから生まれるまでのすべて
が奇跡的なことであり、どのような感動のもと生まれたのか考えさせた。終末ではこれか
ら「いのち」とどのように向き合っていくか考えさせた。

東京書籍
新しい道徳３
「生まれてきてくれて、
ありがとう　助産師から
のメッセージ」

207 中 中１ 道徳 いのちを考える

　教科書の読み物教材を用いて指導を行った。
　いのちが自分勝手にならないのはなぜなのかなどの発問に対して生徒は真剣に取り組ん
でいた。
　その後「いのち」について、ブレインストーミングを行い班員とさまざまな考えを共有
した。また、クラス全体でも共有し「いのち」についてより深く考えることができた。

東京書籍
新しい道徳１
「いのちってなんだろ
う」

208 中 中複合 道徳

「自分を大切に
するために～相
談する力を身に
つけよう～」

　平成30年文部科学省・厚生労働省提示の「SOSの出し方に関する教育」推進の指導資料
として作成された視聴覚教材を使用。導入で自分の悩み（ストレスの元）について各自考
えた後、動画の前半「ストレスの概要」を視聴。自分のストレス解消法について振り返
り、皆と共有した。動画の後半「大きなストレスに対応するためのSOSの出し方」と、教
師によるロールプレイを視聴。悩みを持つ身近な人への声のかけ方を考え、意見交換をし
た。生徒は、悩みへの対処法や悩みをもつ他の人への対応について、新たな気付きを得て
いた。

中１～３合同で実施
「SOSの出し方に関する
教育の指導資料」（東
京都）の動画「自分を
大切にしよう」を利用

209 中 中複合 道徳
人権講演会
「障害者殺傷事
件について」

　相模原障害者殺傷事件に関する映像を視聴し、感想を記述した。映像内容は、事件後に
テレビ局に投書をした、障害を持つ親子と地域との関わりを題材としたものである。
　相模原障害者殺傷事件を知らない生徒もいたが、風化させてはならない出来事であるこ
とを教えられたことにも意味があった。生徒の感想には「命の価値に差などないと思っ
た」などがあった。

ＤＶＤ「次郎は次郎と
いう仕事をしている」
を借りて、学年別に視
聴して実施

210 中 中２ 道徳
道徳授業
「命のバトン」

　家族を失った登場人物の漫画の画像を提示し、彼らが家族から受け取ったものについて
考え、自分たちは家族や周囲の人からどのようなバトンを受け取ったかということ、また
それをどのように伝えていくかを考えた。
　生徒からは「自分が親からどんなものを受け取っているのかを改めて考えた」「これか
ら自分が子どもたちにどんなものを渡していきたいかを考えようと思う」などといった感
想があった。

中学道徳２「泣きすぎ
てはいけない」（光村
図書）

211 中 中２ 道徳

「いじめ」と
「いじり」（み
んなの命を大切
にする）

　本校の２年生は、学年全体の雰囲気が穏やかであり、温かな人間関係が築けている。し
かし、「いじり」を笑いとして流していたり、自分の行っている行為を「いじり」と思っ
ていたが、実は相手にとって嫌な行為であったりする出来事が数回あった。これを受け
て、「いじり」と「いじめ」が何であるかを考えさせ、「いじり」が「いじめ」につなが
ることや、自分と他者が生きていることの尊さを再認識させるべく授業を行った。

「深めたいむ　「いじめ」
をなくすために大切なこと
は何か、考えよう」（出典　
光村図書「中学道徳２」
P.37～38）
「いじめ防止対策推進法」
の「いじめの定義」



212 中 中２ 道徳
命が生まれるそ
のときに

　多くの人の努力に支えられて困難を乗り越えて出産をするドラマの映像や、「「いの
ち」を題材にした詩の鑑賞等を通して、「生きる」ということの尊さ、いとおしさ、いの
ちの大きさ、かけがえのなさ等について、人の考えにふれながらそれぞれの考えを深めら
れるような展開をした。生徒からはたくさんの人に支えられながら自分が生まれてきたこ
とへの感謝、奇跡的な偶然により生まれることへの畏敬の念や、限りあるいのちを大切に
したいといういのちの尊さにふれるような感想が聞かれた。

「命が生まれるそのと
きに」（光村図書「中
学道徳２」P.39～42
ドラマ「コウノトリ」

213 中 中３ 道徳
食育教育
「いのちをいた
だく」

　私たちは食べ物を食べて生きている。生きることは食べることであり、すべての食べ物
は命である。『いのちをいただく』の教材を朗読し、「自分が生きているということ」に
ついて話し合い考えさせた。話し合いが進んでいくと日々の食事での「いただきます」と
「ごちそうさま」の意味についても考えていく様子が見られた。ふりかえりのワークシー
トでは、食品ロスの問題性を指摘し自身の「食」に対する姿勢を見直したり、すべての生
命への感謝をしたりするなど、自分事として捉えることができている生徒がいた。

【教材】
『いのちをいただく』
文・内田美智子
絵・諸江和美
西日本新聞社.2009.

214 中 中複合 道徳
生命の尊さ

　吉本興業（株）所属の現役のお笑い芸人「オレンジ」を講師に迎え、全校生徒と保護者
を対象に「いのち」について親子で考える講演会を実施した。講師の田中哲也さんは、自
身が受けた「いじめ」を乗り越え２つの夢を実現させた経験から、相方の泉聡さんは、自
分勝手な言動のために友人が離れていった経験をもとに、「被害者と加害者の２つの視
点」で「いじめ」や「命の大切さ」「人との関わりで生きていくこと」について話した。
講演後の生徒の感想では、「加害者にならない」生き方や、自他の「命」について真剣に
考えようとする姿勢が見られた。同時に自分の夢をあきらめないことを通して自分らしく
生きることについての記述が多く見られた。

現役のお笑い芸人が自ら
の体験を通して語った内
容は、軽妙な語り口と合
わせて生徒の心にすんな
りと入っていったことが
感想から読み取れた。講
演前に学級で彼らの著書
について担任から説明す
る時間をもったことも良
い導入となった。

215 中 中複合 道徳
生命の尊さ

　全学年対象に夏休みの課題として実施。３年目の取り組みとなる。「命」や「生命の尊
さ」について考えさせられた新聞記事・投書（ネットニュースも可）を切り抜いて貼ら
せ、➀その記事（文章）を読んで、印象に残ったところ・自分の考えと同じ、あるいは違
うと思ったところに赤色で線を引き、②その記事（文章）を選んだ理由を交えながら、意
見や感想を書かせた。また、➂家の人にも記事（文章）を読んでもらい、意見や感想を聞
かせてもらい、家庭で共に「命」について考える機会とした。
　校長が全生徒の感想を読み、生徒がとりあげた「命についての考え」をフィードバック
することで、更に「命」についての考えを深めることができた。

夏休みの教科の課題とと
もに、一覧に載せた。道
徳担当がワークシートを
作成し、同じものを全学
年に配布した。提出され
たものは、担任が目をと
おし、その後の道徳の授
業に生かした。



216 県西 中複合 道徳

道徳教育全般に
おける「命を大
切にする心」の
醸成

　道徳教育全体計画では、道徳教育の重点目標を５つ掲げ、そのうちの１つを「命を大切
にする心」としている。
要となる道徳科の授業においても、各学年で「命」をテーマとした授業実践を、担任以外
の職員も含めた全職員で行っている。
　３学年では、学年主任が各クラスを順番に回り、「臓器ドナー」という読み物資料を用
いて、自他の生命の尊さについて考え、議論した。生徒は、臓器移植ということを通し
て、命に対する様々な考え方に触れ、命を大切にする気持ちを高めることに繋がってい
た。

217 県西 中１ 道徳
「いじめのない
集団」

　さかなの世界のいじめを例に、いじめやいじめにつながっていくトラブルはどこにでも
存在することを受け止め、寄り添う大切さや広い世界に出ることについて考えた。

『中学道徳　あすを生
きる①』日本文教出版

218 県西 中３ 道徳 生命の尊さ

　生徒は生命の大切さを頭では理解しているが、ほとんどの生徒に自分の生命が脅かされ
た経験はなく，生命の尊さについて考える機会，実感する機会は少ない。そのためか，日
常生活において生命軽視の軽はずみな言動をとり，人間関係のトラブルや社会的な問題と
なることがある。この教材を通じ，これまで以上に生命の尊厳を感じとらせるとともに，
自他の生命や存在を大切にする心情を育てることを目的とした。内容は第二次世界大戦
中，強制収容所へユダヤ人を送り込む列車でのできごとに焦点を当て，主人公・エリカが
自分の生い立ちを回想する形で描かれている。授業後の生徒の感想からは、「自分が生き
ていること、ここにいることこそ奇跡的である」と自らの存在・命について振り返ってい
た。

あすを生きるP４８

219 県西 中複合 道徳
多様な性につい
て知ろう

　トランジェンダー当事者を講師に招き、講演会を１学年から３学年（各学年２クラス）
まで、学年ごとに行った。
講演会の最後に質問の時間を設け、生徒からの質問に答えてもらった。多様な他者を受け
入れ、助け合いながら、よりよく生きることを学んだ。
　生徒の感想文には、多様な性をもつ人のこれまでの人生の苦悩を直接聞けたことで、
「トランスジェンダーの意味がわかりました。」「今まで言葉だけは知っていましたが、
今日の話を聞いてよくわかりました。」「多様な性を持つ人を差別しないで受け入れる人
になりたいです」等がありました。

S.Dさん
（トランスジェンダー）

220 県西 中２ 道徳

生命の尊さ
「3.11
東日本大震災
体験記」

　今から約１０年前、３月１１日、講師の根本教諭は中学３年生、その日は卒業式だっ
た。自身の体験談を、宮城県公式より出ている資料を活用しながら深く伝えていく。
　１０年前、生徒は３・４歳ということもあり、毎年テレビで放送される内容を知ってい
る程度で、だんだん過去の記憶になってきている。授業中では、実際の映像や写真を見
て、その被害の大きさやその時の心情を感じ取り、真摯に話を聞く姿が見られた。また、
講師自身の「中学生はとても重要な役割を持つ」という言葉から、自分たちには何にがで
きるのか、今からでもすべきことは何なのか、話し合いを通して考えを深める姿が数多く
見られた。

講師：鴨宮中根本教諭
　　　中学３年卒業式
　　　の日に被災
被災地の状況やその後に
ついてより理解が深まっ
た。
被災当日の動画（宮城県
公式）や被災地写真（宮
城県名取市公式）を使
用。



221 県西 中１ 道徳
つながる生命

　阪神・淡路大震災を実際に経験し、自分の息子を助けることができなかった悲痛な思
い、自分を責める思いを実際の手紙の抜粋から読み解いた。
　また、自分を助けてくれた人たちや、助かった娘への思いなど、どのように自分が立ち
直っていったのかを学んだ。
　自分が深い悲しみに襲われたとき、自分の支えになってくれる人、どのように立ち直っ
ていくかを考えた。

講師：関　陽介
教材：道徳教科書
ゆうへ
～生きてくれていてありが
とう～
阪神・淡路大震災２７年間
の街の復興の歩みを振り返
る

222 県西 中１ 道徳 「ばあば」

　主人公「僕」は、ひいおばあちゃんである「ばあば」と同居することになった。最初
は、「ばあば」の面倒を見てあげるという気持ちだったが、「ばあば」の死をとおして、
「僕」自身がいろいろなことをもらっていたことに気づく。生命が関わり合い支え合って
きたことを自分なりに考え、自他の生命を尊重して精一杯生きたいといった発言や記述が
見られた。

「中学道徳１」
あすを生きる
Ｐ５０～５５

223 県西 中２ 道徳
命を見つめて
―瞳さんの六百
四十六日―

　右大腿骨骨肉腫を患った主人公が生きる希望を失わず最後まで病気と闘った実話であ
る。主人公の生き方からかけがえのない出会い、限りある生命を一生懸命に生きる大切さ
を通して、今生きていることが幸せであることを実感し、生命の尊さについて深く考える
ことができた。

「中学道徳２」
あすを生きる
Ｐ１６０～１６５

224 県西 中２ 道徳 いじめ予防

　人権を尊重し、道徳心や規範意識を高める教育を通じて、「いのちを大切にする心」や
「他者を尊重し、多様性を認め合う、思いやる力」を育むため、また、悩みに対処する方
法を知り、困ったときに大人や専門機関に相談できるようになることや、周囲の人の気が
かりな変化に気づき、適切な行動がとれるようになることをねらいとして、関係機関との
連携により、いじめの未然防止につながることを目的として、各クラスで講話を行ってい
ただいた。

神奈川県弁護士会所属
の弁護士

225 県西 中１ 道徳 生命の尊さ

　箱根・芦ノ湖にある魚供養塔、小田原市内にある鮎供養の碑、相模魚藍観音といった題
材を扱って、生き物に対する供養が周辺地域で行われていることを学んだ。さらに「いた
だきます」、「ごちそうさま」に込められた想いについて話し合い活動を行い、命をいた
だいている生き物や食事が提供されるまでに関わる多くの人への感謝の心を育む機会とし
た。

本校職員自作資料

226 県西 中２ 道徳 生命の尊さ

　右大腿骨骨肉腫を患った猿渡瞳さんが、生きる希望を失わず最期まで病気と闘った実話
である。医師に病状や治療方針を確認しながら、病気と向き合い闘病生活を続けた。瞳さ
んの生き方からかけがえのない出会い、限りある生命を一生懸命に生きる大切さを実感す
ることができた。

対象学年：中２
教材：「命を見つめて-
猿渡瞳さんの六四六日-
」日本文教出版



227 県西 中１ 道徳 生命の尊さ

　阪神・淡路大震災によって息子を失った筆者の手記で構成された教材である。今生きて
いることが当たり前ではないことに気づくことで、「なぜ生命を大切にするのか」を深く
考えさせることをねらっている。初めは自分ごととしてとらえることが難しくイメージを
もてない生徒も見られたが、東日本大震災での教師の経験や考えを聞いたり、お互いの考
えを聞きあったりする中で、家族との心のつながりやお互いに支えあっていることの大切
さについて気づく様子が見られた。ワークシートには、自分の命を大切にするのはもちろ
んのこと、家族とのかかわりをあらためて考えようとする記述が見られた。

中学道徳 あすを生きる 
1年

228 県西 中３ 道徳 生命の尊さ

　臓器提供や臓器提供意思表示カードをとおして、生命の尊さや価値観を考えさせるもの
である。自分の大切な人が脳死になってしまったら、自分はどのような判断をし、どのよ
うな態度をとるのか、自分の価値観に照らし合わせて考えていく。自分だったら臓器提供
するかについて、学習前後で考えが変わる生徒や、さまざまな価値観にふれて悩む生徒、
簡単に結論を出してはならないと熟考する生徒など、それぞれがしっかりと問題に向き
合っている様子が見られた。授業後の振り返りには、「家族と話し合ってみたい」と記述
する生徒もおり、生活や行動に結び付けようとする意欲も見られた。

中学道徳 あすを生きる 
３年

229 県西 中２ 道徳

かけがえのない
生命
「奇跡の一週
間」
「妹に」

　二つの題材はともに生命の尊さについて考える教材である。ホスピスでボランティアを
していた著者とパソコンで絵を描く末期癌の患者の話と、新たに生まれた家族との関り方
を書いた同年代の作文から「いつか終わりが来るいのち」と「ずっとつながり続けるいの
ち」について考えることができた。二つのいのちだけではなく、今を生きている自分を含
めて、いのちについて考えたことで生命の尊重、つながり、関わり合いについて深く理解
することができた。生徒の振り返りからは、かけがえのない生命を大切にしていきたいと
いう記述もあり、自他のいのちの大切さを考えるきっかけとなった。

東京書籍
新しい道徳２

230 県西 中１ 道徳
いのちの大切さ
について考える

　例年、１学年で、警察の方の「犯罪被害」に関わる講話を聞き、作文を書く「いのちの
授業」を実施しているが、今年度は新型コロナウイルス感染症対策により講師が来校でき
なかった。
　予定していた「いのちの授業」に代わるものとして、道徳の授業で学習した「いのちっ
て何だろう」「決断！骨髄バンク移植第一号」をもとに、命について考える作文に取り組
んだ。人の命だけでなく、ペットとなる犬や猫の殺処分についても考え、命の大切さ・命
とは何かということについて考えを深める学習ができた。授業の中で楽曲を聴き、ペット
を育てる自分たち人間にも責任があるということに気づいた生徒もいた。

東京書籍
新しい道徳１
資料教材：楽曲
ＳＥＫＡＩ　ＮＯ　Ｏ
ＷＡＲＩ
「Ｈｅｙ　Ｈｏ」



231 県西 中３ 道徳 いのちを考える

　生徒の中には、生命は大切だということを頭ではわかっているが、生命を軽視するよう
な言動が出てしまう生徒もいる。
　道徳の授業で、「生まれてきてくれて、ありがとう　―助産師からのメッセージ―」を
学習し、自分や親だけでなく、助産師の立場という第三者の立場から生命の誕生について
考えることや、身のまわりであった生命の誕生について想起することで、生命が神秘的な
ものであることに気づくことができた。

東京書籍
新しい道徳３

232 県西 中１ 道徳
「決断！骨髄バ
ンク移植第一
号」

　血液の適合を告げられた一人のドナー登録者が、日本初の骨髄移植によって白血病患者
の命を救う話である。授業の導入にて「いのち」についての身近な例として、実際に臓器
提供カードを提示したところ、初めて見たという生徒が多く、カードに記載されている内
容に驚く様子であった。骨髄移植を通しての主人公と患者の気持ちを考えさせるような話
し合いを行った。話し合いが進むと「かけがいのない命を大切にしていきたい」「思いや
りをもって生活していきたい」と発言する生徒が多くいた。

東京書籍
新しい道徳１
（参考資料）厚生労働
省臓器提供意思表示
カード

233 県西 中２ 道徳
いのちを考える
「妹に」

　妹の誕生に対する家族の温かい思いや、多くの人の愛を受けて生命が育っているという
ことが詩の中で語られている。話し合いを通して、生命はずっとつながっているととも
に、幅広く関わり合っていることを考えさせ、自他ともにかけがえのない生命を尊重する
ことへの理解を深めた。話し合いの中では、詩を読むことで、「自分が生まれたときのこ
とを想像できた」「たくさんの人のおかげで今まで育ってこられたので感謝したい」と発
言する生徒もおり、自分がここに生きていることについて振り返り、生命の大切さについ
て考えた。

「新しい道徳２」
東京書籍

234 県西 中複合 道徳 生命の尊さ

  臓器移植について市民としての率直な感想が述べられた新聞を資料としたものと、脳死
となった子どもの臓器移植を決断した両親の映像を活用した。娘をドナーにすることがで
きないが、移植を待ちながら亡くなっていく幼い子どもに涙してしまう母親と、迷った末
娘の臓器提供に賛成する親の姿。両者の考えに触れながら、かけがいのない生命、その尊
さについて考えさせた。自分の家族の臓器提供について賛成か反対かを考えさせ、自分と
異なる考えに触れることで、考えを深めることができた。

中２、中３で実施
「娘をドナーにしない
で」
「娘の臓器提供～親の
決断～」

235 県西 中１ 道徳
いのちの授業
（がん教育）

　導入では、教師より本時の目的や講師の紹介を行った。その後、がん経験者である講師
の方から、がんについての知識、経験談、Ｑ＆Ａという流れで授業をしていただいた。が
ん＝死というイメージを持っている生徒が多かったようだが、正しい知識を得て、早期発
見や早期治療、そして予防のためにできることの大切さを学んでいた。また、体験談を聞
きながら、実際に自分の身の回りにがんになった人がいた場合の寄り添い方、言葉がけに
ついても考えることができた。初めて知ったことも多く、自分のいのちや健康を見つめた
り、患者さんとの共生について考えるきっかけとなった。

講師は一般財団法人　
神奈川県がん患者団体
連合体の職員



236 県西 中２ 道徳 いのちを考える

　『新しい道徳』の教科書内の、いのちに関する題材を三週にわたって実施した。
　一週目の「奇跡の一週間」では、亡くなる直前までパソコンで絵をかき続ける患者の姿
を通して、限りある命をどう生きるのかについて考えた。
　二週目の「妹に」では、年齢の離れた妹の誕生に対する筆者の心情を考えることで、生
徒自身が生まれた時の家族の心情などを考えた。そこから、生命のかけがえのなさや生き
る喜びをどのように大切にしていくかを考え、発表した。
　三週目の「三つのいのちについて考える」では、いつか終わりが来るいのち、ずっとつ
ながっているいのち、今ここにあるいのちの三つの視点から、いのちについてどんなこと
を考えたかをそれぞれ発表し合った。

237 県西 中１ 道徳 いのちを考える

　教科書『新しい道徳』にあるいのちに関する題材を三週にわたって実施した。
　一週目の「あなたはひかり」では、輝く命とは何なのかということを協議を通して理解
するとともに、生徒がイメージするいのちのかたちについて、絵で表現し、共有した。
　二週目の「いのちって何だろう」では、病気をかかえながら陸上大会で奮闘する主人公
から、生きることは何かということについて考えた。
　三週目は「決断！骨髄バンク移植資料第一号」という資料を通して、命の大切さについ
て考えるとともに、三回の授業を通して感じたこと、思ったことをワークシートにまと
め、廊下に掲示し、共有した。

238 県西 中２ 道徳
生まれることの
意味「そこにい
るだけでいい」

　道徳の教科書である明日への扉の「そこにいるだけでいい」を実施した。本教材の内容
は、死産と分かっていながら出産しなければならない母親の悲しみを通して、自分自身の
生命の大切さはもとより、他者の生命も同様に尊重する態度を身につけることがねらいで
ある。本教材を通して、「生きて、今、ここにいること自体に感謝したい。そして、周り
の友達もまた同じように大切にしていきたい」などの意見があり、死産の子を出産した後
の母親の行動から、母親の心の痛みに気付き、自他の生命を尊重しようという思いを持っ
た生徒がいた。

中学校道徳
「明日への扉２年」

239 県西 中２ 道徳

生命の尊厳「ブ
ラック・ジャッ
ク　ふたりの黒
い医者」

　道徳の教科書である明日への扉の「ブラック・ジャック　ふたりの黒い医者」を実施し
た。本教材の内容は、ドクター・キリコは、一生涯身動きができないと診断されて安楽死
を願う母親の願いを叶えようとする一方、ブラック・ジャックは母親が動けるようにと子
供たちの願いを叶えようとして、ブラック・ジャックが母親の命を救うが、その後すぐに
母親と子供たちは交通事故で亡くなってしまう。相反する価値観や不慮の死を通して、生
命の尊さについて深く考えさせることをねらいとした教材である。本教材を通して、「一
度失ったら、戻らない、二度と会えないから、今ある命を大切に生きたい」などの考えが
あり、生命の尊さや生命のかけがえのないことについて、自分自身との関わりの中で考え
を深める様子があった。

中学校道徳
「明日への扉２年」
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生命に尊さ
「そこにいるだ
けでいい」

　人の誕生の過程で起こるさまざまな出来事を知ることで、生命の尊さを母親の愛、家族
愛の視点から深く考えさせる教材である。死産であると分かっていながら出産しなければ
ならない母親と、付き添った助産師、看護師が、人が生まれてくることの「すごさ」を実
感するという内容である。
　「生」の反対は「死」ではなく「生まれないこと」と始まる。この話を読んで、今生ま
れてここにいる自分の命のかけがえのなさについて改めて考え、親に感謝の言葉を綴る生
徒もいた。「死ね」「消えろ」などという言葉を安易に使ってしまうことに対して、この
内容から思いめぐらすと、軽はずみに言うべきではないということにも気づくことができ
た。

「そこにいるだけでい
いい」（新・中学生の
道徳　明日への扉２」
（学研）
出典　内田美智子「お
母さんは命がけであな
たを産みました」（青
春出版社）


